


東京都では、障害者の就労の可能性を広げ、いきいきと働ける社会を実現するため、テレワーク
などICTの活用等による障害者の新しい働き方の普及を進めています。こうした、時間や場所に
とらわれない柔軟な働き方は、デジタルトランスフォーメーションの進展や新型コロナウイルス
感染症に対応した新たな時代にふさわしい働き方として、一層求められるものとなっています。
本冊子では、テレワークや新しい職域の開発等を積極的に行う企業の事例のほか、有識者によ
る働き方や合理的配慮、就労支援についての解説・コラム等を紹介しています。本冊子が障害者
雇用に取り組まれる企業の皆様の課題解決のための一助となれば幸いです。
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いま、障害者雇用に
何が起きているのか

数
字
か
ら
見
る
障
害
者
雇
用
の
現
状
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が 

障
害
者
雇
用
に
及
ぼ
す
影
響

障
害
者
雇
用
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
毎
年

６
月
１
日
現
在
の
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害

者
、
精
神
障
害
者
の
雇
用
状
況
を
、
事
業
主

等
が
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
厚
生
労
働
省
が
集
計
し
発
表
し
て
お
り
、

こ
の
調
査
結
果
に
、
ま
ず
は
注
目
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
雇
用
情
勢
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
大
変
厳
し
く

な
り
ま
し
た
が
、
先
の
報
告
で
は
、
雇
用
障

害
者
数
は
57 

万
８
千
２
９
２
人
で
、
前
年
と

比
べ
て
３・
２
％
（
１
万
７
千
６
８
3
・
５
人
）

増
加
、
実
雇
用
率
は
2
・
１
５
％
、
前
年
と

比
べ
て
０・
０
４ 

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
は
、
18
年
連
続
で
雇
用
が
拡
大
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
、
ま
た
雇
用
障
害
者
数
、

実
雇
用
率
と
も
に
過
去
最
高
を
更
新
す
る
も

の
で
す
。
法
定
雇
用
率
は
民
間
企
業
の
場
合

は
２・
２
％
（
令
和
3
年
3
月
1
日
か
ら
２
・

３
％
）
で
す
が
、
法
定
雇
用
率
を
達
成
し
て

い
る
企
業
の
割
合
は
４
８・
６
％
と
、
こ
ち
ら

も
前
年
に
比
べ
て
０・
６
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て

い
ま
す
。

一
方
で
、
厚
生
労
働
省
の
労
働
政
策
審
議

会
（
障
害
者
雇
用
分
科
会
）
に
お
い
て
、
引

き
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
た
障
害
者
法
定
雇

用
率
に
つ
い
て
令
和
2
年
の
7
月
か
ら
8
月

に
か
け
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
際
に
厚

生
労
働
省
か
ら
示
さ
れ
た
資
料
で
は
、
障
害

の
あ
る
労
働
者
の
解
雇
の
数
字
が
前
年
よ
り

顕
著
に
増
加
し
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ

て
い
た
時
期
は
、
大
企
業
を
中
心
に
休
業
手

当
を
出
し
て
休
業
と
し
た
り
、
在
宅
勤
務
の

方
策
を
模
索
、
企
業
に
よ
っ
て
は
雇
用
調
整

助
成
金
を
活
用
し
な
が
ら
雇
用
を
守
る
方
針

が
貫
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
中
小
企
業

で
障
害
者
雇
用
を
行
っ
て
い
る
企
業
は
、
企

業
経
営
上
必
要
な
人
員
を
確
保
す
る
た
め
に

雇
用
し
て
い
た
企
業
が
多
く
、
そ
う
し
た
企

業
の
倒
産
な
ど
経
営
破
た
ん
に
よ
っ
て
解
雇

が
生
じ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

過
去
を
振
り
返
れ
ば
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
の
際
も
雇
用
情
勢
は
厳
し
か
っ
た
の
で
す

が
、
障
害
者
雇
用
は
そ
う
し
た
状
況
の
中
で

も
拡
大
し
て
き
た
こ
と
が
、
当
時
の
状
況
か

ら
見
て
取
れ
ま
す
。
障
害
者
雇
用
促
進
法
の

も
と
に
あ
る
障
害
者
労
働
市
場
は
、
も
っ
ぱ

ら
障
害
の
な
い
人
た
ち
が
求
職
す
る
労
働
市

場
と
は
異
な
る
実
態
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
令
和
3
年

3
月
1
日
か
ら
障
害
者
法
定
雇
用
率
は
０
・

１
％
引
き
上
げ
ら
れ
て
２・
３
％
と
な
り
、
法

定
雇
用
率
の
対
象
と
な
る
民
間
企
業
の
範
囲

が
広
が
り
ま
し
た
（
常
用
従
業
員
数
４
５・
５

人
以
上
か
ら
４
３・
５
人
以
上
）。
よ
り
小
規

模
な
事
業
主
も
、
法
定
雇
用
率
が
課
さ
れ
る

対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
少
子
化

の
中
で
常
に
人
手
不
足
の
状
態
に
あ
る
中
小

事
業
主
が
雇
用
を
進
め
や
す
い
よ
う
に
、
週

20
時
間
未
満
の
よ
う
な
短
時
間
で
働
く
障
害

の
あ
る
労
働
者
の
雇
用
を
さ
ら
に
後
押
し
す

る
制
度
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
勤
務
形
態
の
変
化

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
は
、
障
害
の
あ
る
方
の
職
場
に
も
変
化
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
4
月
7
日
か
ら
5
月
25
日
の
最

初
の
緊
急
事
態
宣
言
の
際
に
は
、
首
都
圏
を

中
心
に
、
通
勤
時
の
感
染
の
リ
ス
ク
回
避
と

安
全
確
保
の
た
め
、
自
宅
待
機
と
し
た
企
業

も
目
立
ち
ま
し
た
。
出
勤
日
を
減
ら
す
こ
と

で
感
染
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と

し
た
交
代
勤
務
（
3
日
出
勤
、
2
日
自
宅
待

機
な
ど
）
の
対
応
も
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
感
染
拡
大
が
そ
れ
ほ
ど
深
刻
で
な

い
地
域
で
は
、
通
常
と
変
わ
ら
な
い
業
務
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

在
宅
勤
務
で
の
業
務
内
容 

―
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
事
務
や
製
造
作
業

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
後
も
、
首

都
圏
を
中
心
に
引
き
続
き
在
宅
勤
務
を
行
う

企
業
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
身
は
大

き
く
分
け
て
２
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
目
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
事
務
業

務
、
あ
る
い
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
ら
な
い
修

理
や
製
造
な
ど
の
作
業
を
行
う
業
務
で
す
。

例
え
ば
、
精
神
障
害
の
あ
る
方
を
中
心

に
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
表
計
算
ソ
フ
ト
で
の

入
力
作
業
や
デ
ー
タ
集
計
な
ど
従
来
人
間
が

行
っ
て
い
た
作
業
を
自
動
化
す
る
Ｒ
Ｐ
Ａ

（Robotic Process Autom
ation

）
の

開
発
業
務
や
伝
票
処
理
な
ど
の
事
務
作
業
を

行
っ
て
い
る
事
例
で
す
。

ま
た
、
部
品
な
ど
が
自
宅
に
配
送
さ
れ
、

そ
れ
を
組
み
立
て
て
製
品
に
仕
上
げ
、
返
送

す
る
、
と
い
っ
た
製
造
作
業
の
業
務
を
し
て

い
る
例
も
あ
り
ま
し
た
。

在
宅
勤
務
を
利
用
し
た
能
力
開
発

２
つ
目
は
、
日
常
行
っ
て
い
る
業
務
で
は

な
く
、
在
宅
勤
務
を
利
用
し
て
能
力
開
発
を

行
う
も
の
で
す
。
日
常
の
業
務
を
振
り
返
り

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
、
あ
る
い
は
、
実

習
生
や
新
人
へ
の
説
明
資
料
を
作
成
す
る
。

法政大学現代福祉学部教授
眞保 智子 さん

高崎健康福祉大学准教授を経て 2014 年から法政大学現
代福祉学部教授。障害者雇用とキャリアデザイン、休職
者の職場復帰支援等を研究。厚生労働省「今後の障害者
雇用促進制度の在り方に関する研究会」「精神障害者等
の就労パスポート作成に関する検討会」委員、内閣府障
害者政策委員会専門委員、障害者雇用・就労支援に関連
したダイバーシティとインクルーシブな組織について企
業や自治体等での研修やセミナーでの講演活動も多数。

新型コロナウイルス感染症拡大、そしてその中での法定雇用率 2.3％へ
の引き上げと、障害者雇用をめぐる環境は変化し続けている。
現在、どのような変化が起きているのか、またどのようなことが見え
てきたのか、障害者雇用とキャリアデザインなどがご専門の法政大学
の眞保智子教授にお話を伺った。

新型コロナウイルス感染症拡大がもたらした
就労環境の変化
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仕
事
遂
行
に
役
立
つ
表
現
力
の
向
上
に
資
す

る
漢
字
検
定
な
ど
の
問
題
集
や
、
脳
ト
レ
ド

リ
ル
で
学
ぶ
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

仕
事
を
安
定
的
に
継
続
す
る
た
め
に
は
生

活
能
力
の
向
上
も
重
要
と
考
え
ら
れ
、
家
事

能
力
の
向
上
や
健
康
管
理
、
感
染
予
防
行
動

や
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
た
め
の
記
録
を
行

う
、
手
製
マ
ス
ク
の
作
成
を
行
う
な
ど
、
多

様
な
内
容
が
、
障
害
特
性
に
配
慮
し
て
個
別

に
設
定
さ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た
課
題
と

障
害
者
の
柔
軟
な
働
き
方

障
害
の
あ
る
方
が
働
く
現
場
に
お
い
て
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
働
く
場
所
と
時
間
に
柔

軟
性
を
持
た
せ
た
働
き
方
を
経
験
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
通
勤
や
人

間
関
係
な
ど
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や
す
い
特

性
の
あ
る
一
部
の
障
害
の
あ
る
方
に
と
っ
て
、

こ
れ
ま
で
と
同
等
か
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

仕
事
能
力
を
発
揮
し
や
す
い
働
き
方
へ
の
可

能
性
を
拓
く
も
の
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、感
染
リ
ス
ク
が
あ
る
中
で
、清
掃
、

物
流
、印
刷
、小
売
、飲
食
、サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
、

職
場
に
出
勤
す
る
こ
と
な
し
に
は
仕
事
に
従

事
で
き
な
い
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
知
的
障

害
の
あ
る
方
や
、
ヘ
ル
ス
キ
ー
プ
業
務
な
ど

に
携
わ
っ
て
い
る
視
覚
障
害
の
あ
る
方
の
安

定
的
な
仕
事
の
確
保
が
課
題
と
な
る
こ
と
も

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
感
染
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
に
就
労

移
行
支
援
事
業
所
や
知
的
障
害
の
あ
る
方
の

特
別
支
援
学
校
で
は
、
企
業
実
習
が
調
整
困

難
に
な
っ
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
障
害
者
雇
用
の
根
幹
で
あ
る

「
人
と
仕
事
の
マ
ッ
チ
ン
グ
」
の
不
全
を
引
き

起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
、
今
後
の
懸
念
材
料

と
な
り
ま
す
。

新
た
な
働
き
方
の
も
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
障
害

特
性
を
持
つ
方
が
職
務
能
力
を
発
揮
し
活
躍
で

き
る
場
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
知
的
障
害
の
あ
る

方
な
ど
が
働
き
や
す
く
、
職
務
能
力
を
発
揮
で
き

る
雇
用
と
福
祉
を
融
合
し
た
新
た
な
枠
組
み
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
後
の
障
害
者
雇
用
に
向
け
て

―
合
理
的
配
慮
と
雇
用
の
質
の
向
上

合
理
的
配
慮
提
供
は
、
平
成
25
年
改
正
障

害
者
雇
用
促
進
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

当
時
は
馴
染
み
の
薄
い
言
葉
で
し
た
が
、
昨

今
は
周
知
も
進
ん
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

合
理
的
配
慮
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
以
前
も
障

害
者
雇
用
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
企
業
に

お
い
て
は
、
必
ず
何
ら
か
の
配
慮
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
し
、
現
在
、
障
害
特
性
に
合
致

し
た
配
慮
で
職
場
定
着
を
進
め
て
こ
ら
れ
て

い
る
企
業
の
事
例
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

法
律
に
明
記
さ
れ
た
こ
と
で
、
障
害
の
あ
る

方
と
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ

て
、
互
い
に
合
理
的
な
着
地
点
を
見
出
し
て

い
く
プ
ロ
セ
ス
が
、
よ
り
重
要
に
な
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
合
理
的
配
慮
提
供
」
に
つ
い
て
の
話
し
合

い
は
、
経
営
危
機
の
回
避
、
労
働
者
の
働
く

意
欲
、
技
能
、
能
率
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
企

業
へ
の
協
力
度
を
高
め
る
と
い
っ
た
こ
と
に

貢
献
す
る
と
し
て
、
す
で
に
研
究
の
蓄
積
が

あ
る
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
経
営
資

源
性
と
親
和
的
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
実
際

に
「
障
害
の
あ
る
社
員
と
定
期
的
な
話
し
合

い
の
場
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
職
場
定
着
が
向
上
し
た
」

と
い
う
企
業
の
事
例
も
報
告
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。

２
０
０
０
年
代
に
入
り
量
的
に
拡
大
し

て
き
た
障
害
者
雇
用
で
す
が
、
今
後
は
雇
用

の
質
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
障

害
の
あ
る
社
員
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
定
期
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
会
を
設
け
る
と

い
っ
た
企
業
の
取
組
に
注
目
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

障害者雇用の現場での障壁のひとつ

に「こんな仕事はできないだろう」「障

害者雇用をするのなら何か特別な仕事

を用意しなくては」といった先入観があ

ります。

図① は、総務人事事務補助の仕事の

例で、ここに挙げたのはほんの一部で

すが、それでも様々な仕事を担ってい

ることが分かります。

精神障害のある方の職域拡大のポイ

ントは「比較優位」。補助業務の洗い出

し、見える化による業務の質向上の視

点です。必ずしもベテラン社員が行わ

なくてもよい業務を洗い出す。それを担

う人材がいれば、ベテラン社員が基幹

業務により専念することが可能になり、

基幹業務の効率や質を向上させること

ができる、という考え方です。

「比較優位」は、イギリスで活躍した

経済学者デヴィッド・リカードが「比較

生産費説」で主張した考え方です。も

ともとは国際貿易の際に、対象となる

各国が「相対的に生産コストで優位とな

る産物」に特化して生産し輸出するこ

とで対象国全体の経済厚生が高まると

いう考え方で、古典であるこの理論は、

現在でもなお経済学の金字塔のひとつ

となっています。

大切なことは、他者と比較して負け

ないという「絶対優位」ではなく、相対

的に優位（もっと優れた人はいるだろう

けれど、どちらかというと得意）である

ことに注目して分業する視点です。

「比較優位」に基づく分業による効果

の例で考えてみましょう。Ｓさん、Ａさ

ん、Ｂさんがそれぞれ味噌と醤油を生

産する仕事をすると仮定します。Ｓさん

が味噌１トンを生産するのに必要な時

間は 4 時間、醤油１トンを生産する時

間は 6 時間とします。ＡさんとＢさんは、

味噌１トンを生産するのに必要な時間

は 12 時間、醤油１トンを生産する時間

は 8 時間としましょう。仮に３人が 40

時間労働で、それぞれが生産に必要な

時間（能力と考えてもよいです）で均

等量生産する場合、Ｓさんは味噌に 16

時間使い、醤油に 24 時間使って、そ

れぞれ４トンずつ生産することができま

す。ＡさんとＢさんは味噌に 24 時間使

い、醤油に 16 時間使って、それぞれ２

トンずつ生産できます。

しかし、同じ 40 時間労働で、それ

ぞれが相対的に得意な方（この場合短

時間でできる方）に特化して生産したら

どうなるでしょうか。味噌と醤油で生産

に要する時間の短い方に特化して生産

するのです。するとＳさんは味噌に 40

時間使い 10 トン生産できます。Ａさん

とＢさんは醤油に 40 時間使い５トンず

つ生産できます。むろんどちらの方法

でもＡさんとＢさんは、味噌も醤油もＳ

さんの生産能力にはかなわないことに

なりますが、それでもそれぞれが、相

対的に得意な方に特化することで生産

量を増やすことができるのです。

人は誰でも得意なことをもっている。

これを見出し、その力を生かしていく、

これが「比較優位」の考え方なのです。

「適材適所」という言葉がありますが、

これは障害者雇用においても大切な考

えとなるでしょう。

近年、精神障害者の雇用が増えてきている。
採用後の仕事内容や職域をどう考えたらよい
か、眞保教授には、その視点のひとつとして、「比
較優位」という経済学の古典的理論に基づい
た分業による効果の例でご説明いただいた。

・嘱託職員の服務管理補助
・人件費を派遣元会社別・経費別に入力
・消耗品購入費の金額と品名を入力
・出張申請書及び報告書の内容を入力
・採用応募者のメールアドレスを入力
・派遣職員の雇用契約書のファイリング
・消耗品等の見積書・請求書の 
  ファイリング
・マイナンバー届出書の入力・ 
  ファイリング
・履歴書のコピー・PDFスキャン
・個人情報書類シュレッダー
・郵便・荷物受け取り・受け渡し
・お弁当の発注・配膳
・倉庫整理
・研修準備、受講歴・成果報告書管理
・水回りの管理全般、清掃

図 ② 「比較優位」に基づく分業による効果図 ① 総務人事事務補助の例
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テ
レ
ワ
ー
ク
の
定
義

テ
レ
ワ
ー
ク
と
は
「
ｔ
ｅ
ｌ
ｅ
＝
離
れ
た

と
こ
ろ
で
」
と
「
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
＝
働
く
」
を
合

わ
せ
た
造
語
で
、「
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

を
活
用
し
た
、
場
所
や
時
間
に
と
ら
わ
れ
な

い
柔
軟
な
働
き
方
」
の
こ
と
で
す
。
働
く
場

所
に
よ
っ
て
、「
自
宅
利
用
型
テ
レ
ワ
ー
ク
」、

「
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
」「
施
設
利
用
型
テ
レ
ワ
ー

ク
」
の
３
つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

な
ぜ
障
害
者
テ
レ
ワ
ー
ク
な
の
か

令
和
３
年
３
月
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
に

定
め
ら
れ
た
法
定
雇
用
率
が
２・
３
％
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
の
後

押
し
も
あ
っ
て
、
障
害
者
の
新
規
求
職
申
込

数
や
就
職
件
数
は
年
々
増
加
傾
向
が
続
い
て

い
ま
す
。
と
は
い
え
、
一
定
の
時
間
オ
フ
ィ

ス
で
業
務
を
こ
な
す
と
い
う
働
き
方
は
、
通

勤
に
困
難
や
危
険
を
伴
っ
た
り
、
場
所
や
時

間
に
制
約
の
あ
る
障
害
者
に
と
っ
て
は
、
相

当
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
で
は
な
か
な
か
普
及
が
進
ま
な
か
っ

た
テ
レ
ワ
ー
ク
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
こ
の

１
年
で
か
な
り
理
解
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
化

の
後
押
し
も
あ
り
、
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
や
時
流
と
照
ら
し
合
わ
せ

れ
ば
、
障
害
者
の
新
し
い
働
き
方
と
し
て
も
、

場
所
や
時
間
に
選
択
の
幅
の
あ
る
テ
レ
ワ
ー

ク
が
導
入
さ
れ
る
の
は
自
然
な
こ
と
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

テ
レ
ワ
ー
ク
導
入―

そ
の
一
般
的
な
効
果

障
害
者
雇
用
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
話

題
に
入
る
前
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
全
般
の
導
入

に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
は
、「
社
会
」「
就
業
者
」「
企

業
」
の
三
者
そ
れ
ぞ
れ
に
プ
ラ
ス
の
効
果
を

も
た
ら
し
ま
す
。
社
会
に
と
っ
て
は
雇
用
創

出
や
地
域
の
活
性
化
、
企
業
に
と
っ
て
は
人

材
の
確
保
と
オ
フ
ィ
ス
コ
ス
ト
の
削
減
、
そ

し
て
、
就
業
者
に
と
っ
て
は
、
通
勤
時
間
削

減
や
業
務
効
率
の
向
上
に
よ
る
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
が
、
主
な
プ
ラ
ス

の
効
果
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

導
入
目
的
の
明
確
化

―
企
業
の
経
営
課
題
と
テ
レ
ワ
ー
ク

企
業
と
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
制
度
を
導

入
す
る
場
合
に
は
、
ま
ず
、
そ
の
目
的
を
経

営
課
題
と
し
て
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。例

え
ば
、「
働
き
方
改
革
」
を
目
的
と
し
た

長
時
間
労
働
の
削
減
に
よ
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
、
あ
る
い
は
、
今
般

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

や
災
害
の
よ
う
な
緊
急
時
等
の
事
業
継
続（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
な
ど
、
い
く
つ
か
の
目
的
が
考
え
ら

れ
ま
す
（
９
ペ
ー
ジ
図 

① 

参
照
）。

テ
レ
ワ
ー
ク
は
手
段
な
の
で
、
何
の
た
め

に
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
す
る
の
か
、
そ
の
目

的
を
全
社
的
に
共
有
し
、
社
員
の
関
心
と
協

力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
そ
の

後
の
成
功
の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

導
入
に
必
要
な
要
素

テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
に
必
要
な
要
素
は
、【
１
．

労
務
管
理
】【
２
．
執
務
環
境
】【
３
．
情
報

通
信
シ
ス
テ
ム
】【
４
．
業
務
】
の
４
項
目
で

す
（
９
ペ
ー
ジ
図
②
）。

そ
し
て
、
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
い
き
な

り
全
社
的
に
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、10
ペ
ー

ジ
の
図
③
に
示
す
よ
う
に
、
小
さ
な
ス
テ
ッ

プ
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
最
初
は
対
象
者
を
限
定
し

て
最
低
限
の
環
境
を
整
え
、
次
に
チ
ー
ム
単

位
な
ど
、
取
組
み
や
す
い
部
門
で
取
組
み
、

慣
れ
て
き
た
ら
全
社
へ
広
げ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
後
、
範
囲
の
拡
大
に
伴
い
、
労
務
管
理

の
方
法
や
業
務
の
見
直
し
な
ど
も
進
め
る
必

要
が
生
じ
ま
す
。
適
宜
使
用
す
る
ツ
ー
ル
な

ど
を
検
討
し
、
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
つ

東京の働き方は、コロナ禍の影響を受け、大きく変化した。社員が都心のオフィスに
通勤し、業務に就く形態から、在宅勤務が特別なことではなくなり、地方の滞在先（移
住先）や旅行先などからのテレワークも始まっている。
障害者の新しい働き方としてテレワークを見てみると、通勤や移動、勤務時間に制約
のある障害者にとってメリットが多く、特例子会社を中心にコロナ以前から導入して
いる会社もある。障害者の働き方の選択肢のひとつとしてテレワークを導入するため
に必要なこと、また、導入にあたっての重要なポイントを、日本テレワーク協会主席
研究員の冨吉直美さんに解説していただいた。

一般社団法人日本テレワーク協会 
主席研究員
冨吉 直美 さん

大手ＩＴ企業のＳＥ等を経て、2016 年度から現職。
厚生労働省事業の体験型イベントとモデル就業規則
等の委員会の企画・運営や、障害者テレワーク等の
自治体事業を担当。雇用型・自営型・体験型等のテ
レワークに関する講演実績多数。

障害者の新しい働き方とテレワーク

つ
、
試
し
な
が
ら
徐
々
に
進
め
て
い
く
こ
と

で
、
自
社
に
合
っ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
の
形
が
出

来
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。

労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

―
障
害
者
も
時
間
管
理
が
重
要

テ
レ
ワ
ー
ク
に
お
け
る
労
務
管
理
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
は
、
時
間
管
理
、
費
用
分
担
、

人
事
評
価
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
既
存
の
就
業
規
則
を
、
厚
生
労

働
省
の
「
テ
レ
ワ
ー
ク
モ
デ
ル
就
業
規
則
作

成
の
手
引
き
」（
平
成
28
年
度
）
な
ど
を
参
照

し
な
が
ら
改
訂
す
る
こ
と
で
対
応
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
般
の
社
員
に
も
、
障
害
の
あ
る

社
員
に
対
し
て
も
適
用
で
き
る
も
の
で
す
。

障
害
者
の
時
間
管
理
や
体
調
管
理
は
、
企

業
側
の
現
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
関
わ
っ

て
く
る
こ
と
な
の
で
、
体
調
チ
ェ
ッ
ク
を

含
む
労
務
管
理
シ
ス
テ
ム
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
て
、
注
意
を

払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

通
院
や
介
助
な
ど
に
よ
る
「
中
抜
け
時
間
」

も
あ
る
の
で
、
そ
の
時
間
の
取
扱
い
に
つ
い

て
就
業
規
則
へ
盛
り
込
む
と
と
も
に
、
勤
怠

の
報
告
が
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で
簡
便
に
で
き
る

よ
う
な
ア
プ
リ
な
ど
を
導
入
す
る
と
い
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
（
10
ペ
ー
ジ
図 

④
）。

障害者のある社員へのテレワーク導入のステップ

図①　テレワークの導入目的の種類図②　テレワーク導入に必要な要素
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業
務
の
選
定―

価
値
の
あ
る
仕
事
の
創
出

テ
レ
ワ
ー
ク
に
限
ら
ず
、
障
害
の
あ
る
社

員
が
、
職
業
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
業
務

を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
当
事
者
の
特
性
や
得

意
な
こ
と
を
見
極
め
、
そ
れ
に
応
じ
た
業
務

と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

特
に
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
時
に
は
、
業
務
単

位
で
整
理
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。
ま
ず
、
現
在
の
業
務
を
、
Ｐ
Ｃ
で
の
入

力
な
ど
「
現
状
で
実
施
で
き
る
業
務
」
と
、

紙
の
帳
票
類
の
処
理
や
直
接
対
面
に
よ
る
会

議
な
ど
「
今
は
実
施
で
き
な
い
業
務
」、
製
品

製
造
の
た
め
の
物
理
的
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど「
実
施
で
き
な
い
業
務
」に
整
理
し
ま
す
。

そ
の
上
で
、「
今
は
実
施
で
き
な
い
業
務
」

や
「
実
施
で
き
な
い
業
務
」
に
つ
い
て
も
「
実

施
で
き
る
業
務
」
に
す
る
た
め
の
検
討
を
進
め

ま
す
。
こ
れ
に
は
仕
事
の
や
り
方
を
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
取
組
に
は
、

①
仕
事
の
見
え
る
化 

② 

仕
事
の
プ
ロ
セ
ス
の

見
直
し 

③ 

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化 

④ 

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
Ｉ
Ｔ
化 

⑤ 

申
請
の
ク
ラ
ウ
ド

化 

と
い
っ
た
方
法
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
（
11
ペ
ー

ジ
図 

⑤
）。

ま
た
、
既
存
業
務
の
テ
レ
ワ
ー
ク
化
だ
け

で
な
く
、
新
た
な
業
務
を
見
出
す
こ
と
も
検

討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。誰
か
に
や
っ
て
も
ら
っ

た
ら
助
か
る
と
い
う
業
務
や
本
当
は
や
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
が
手
を
つ
け
ら
れ
な
い
業

務
と
い
っ
た
類
の
周
辺
業
務
を
洗
い
出
し
て

み
る
、
あ
る
い
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
な
ど
を
新

た
に
導
入
す
る
こ
と
で
新
た
に
業
務
を
創
出

す
る
と
い
っ
た
視
点
・
方
法
で
す
。

障
害
特
性
を
活
か
す
業
務
の
創
出

例
え
ば
、
社
内
で
切
り
出
さ
れ
た
手
つ
か

ず
の
業
務
を
障
害
の
あ
る
社
員
が
遂
行
す
る

こ
と
で
、
事
業
と
し
て
の
生
産
性
向
上
に
寄

与
で
き
、
さ
ら
に
は
、
周
り
か
ら
感
謝
さ
れ
、

誰
か
の
役
に
立
っ
て
い
る
、
会
社
の
一
員
と

し
て
貢
献
で
き
て
い
る
と
い
う
実
感
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
障
害
の
あ
る
社
員
が
持
つ
能
力
を

活
か
し
て
成
果
を
上
げ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
知
的
障
害
者
の
中
に
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
記
載
さ
れ
た
作
業
に
対
し
て
、
集
中
し
て

コ
ツ
コ
ツ
と
取
り
組
め
る
特
性
の
あ
る
方
も

多
く
、
そ
の
特
性
と
作
業
と
が
合
致
す
れ
ば
、

企
業
全
体
の
生
産
性
向
上
に
も
結
び
つ
き
ま

す
。

作
業
環
境
の
整
備
と 

ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
処
の
ポ
イ
ン
ト

テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
作
業
場
に
つ
い
て
は
、

オ
フ
ィ
ス
な
ど
と
同
等
の
作
業
環
境
と
な
る

よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。
特
に
障
害

の
あ
る
社
員
の
場
合
に
は
、
Ｐ
Ｃ
な
ど
機
器

の
整
備
に
加
え
、
障
害
特
性
や
程
度
に
応
じ

て
、
机
や
椅
子
の
高
さ
や
向
き
な
ど
の
調
整

が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

執
務
室
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
の
た
め
、
業

務
中
は
他
者
は
入
室
不
可
と
す
る
な
ど
、
家

族
な
ど
の
協
力
や
、
誰
か
が
入
室
し
て
き
た

ら
Ｐ
Ｃ
画
面
を
閉
じ
る
と
い
っ
た
ル
ー
ル
づ

く
り
も
必
要
で
す
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に

障
害
の
有
無
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。テ
レ
ワ
ー

ク
に
よ
り
増
加
す
る
の
は
情
報
漏
洩
の
リ
ス

ク
で
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
紛
失
・
置

忘
れ
や
誤
操
作
、管
理
ミ
ス
と
い
っ
た
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
が
目
立
ち
ま
す
（
11
ペ
ー
ジ
図 

⑥
）。
つ
ま
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
し
て

は
、
ル
ー
ル
の
明
文
化
や
環
境
の
整
備
に
よ

る
対
応
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、社
員
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
教
育
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
も
重
要

だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

障
害
の
あ
る
社
員
の
場
合
、
機
器
ト
ラ
ブ

ル
や
想
定
外
の
状
況
が
生
じ
た
際
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

リ
モ
ー
ト
で
ト
ラ
ブ
ル
に
対
処
さ
せ
る
よ
り

は
、
機
器
交
換
な
ど
、
で
き
る
だ
け
単
純
な

対
応
を
図
る
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

働
き
た
い
障
害
者
と

障
害
者
を
雇
用
し
た
い
企
業
を
結
ぶ

場
所
を
超
え
た
新
し
い
働
き
方

働
き
た
い
と
考
え
て
い
る
障
害
の
あ
る
方

は
全
国
に
潜
在
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
テ

レ
ワ
ー
ク
は
、
そ
う
し
た
方
々
と
労
働
力
を

求
め
る
企
業
と
を
結
ぶ
、
場
所
を
超
え
た
新

し
い
働
き
方
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
防
止
対
策
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
広
く

普
及
し
ま
し
た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
健
常
者

だ
か
ら
で
き
る
の
で
は
な
く
、
誰
に
で
も
可

能
性
の
あ
る
働
き
方
で
す
。
障
害
者
を
テ
レ

ワ
ー
ク
で
雇
用
す
る
こ
と
は
、
企
業
に
と
っ

て
も
会
社
全
体
の
業
務
の
見
直
し
や
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
手
法
の
変
革
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
障
害
者
雇
用
へ
取
組
も
う

と
す
る
な
ら
、
こ
の
事
例
集
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
企
業
が
苦
労
し
て
取
組
ん
で
来
ら
れ
た

経
験
や
成
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ぜ
ひ
、

テ
レ
ワ
ー
ク
に
取
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

図⑤ テレワークの可能な業務の切り出し図⑥ 2018 年の個人情報漏洩インシデント原因比率
（出典：「2018 年 情報セキュリティインシデントに関する調査報告書」

　特定非営利活動法人日本ネットワークセキュリティ協会 発行）

図④ テレワークでの勤務
　　 スケジュールのイメージ

図③ テレワークの導入段階
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所  在  地
設　　 立
従 業 員 数
事 業 内 容
障害のある 
社員の　　 
業 務 内 容

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
パ
ワ
ー
株
式
会
社
は
、

全
社
員
の
約
65
％
が
在
宅
勤
務
で
、
在
宅
で

も
オ
フ
ィ
ス
と
同
等
の
就
業
環
境
を
実
現
し

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
が

作
ら
れ
る
ま
で
の
経
緯
や
、
実
際
の
業
務
の

状
況
を
、
代
表
取
締
役
の
小
川
慶
幸
さ
ん
と

ト
ラ
イ
ス
ル
事
業
部
の
吉
川
一
哉
さ
ん
に
伺

い
ま
し
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
の
経
緯

２
０
０
１
年
の
会
社
設
立
当
時
、
人
材
獲

得
が
な
か
な
か
進
ま
ず
、
雇
用
者
数
を
伸
ば

せ
ず
に
い
た
中
、
２
０
０
４
年
に
初
め
て
在

宅
勤
務
社
員
を
採
用
し
ま
し
た
。

し
か
し
当
時
は
、
週
に
１
度
出
勤
し
、
１

週
間
分
の
仕
事
の
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
と
い

う
や
り
方
だ
っ
た
た
め
、
週
１
回
東
京
や
大

阪
な
ど
の
拠
点
へ
行
く
こ
と
の
で
き
る
人
に

限
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
全
国
に
は
働
く

意
欲
と
能
力
の
あ
る
障
害
者
が
大
勢
い
る
こ

と
も
分
か
っ
て
き
た
２
０
０
９
年
、
遠
隔
地

か
ら
の
採
用
を
本
格
化
さ
せ
ま
す
。

在
宅
勤
務
社
員
の
採
用
方
法

現
在
は
、
自
社
サ
イ
ト
か
ら
の
応
募
の
ほ

か
、
各
地
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
求
人
掲
載

と
い
っ
た
採
用
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

希
望
者
に
は
ま
ず
、
障
害
種
別
や
状
態
な

ど
を
メ
ー
ル
や
電
話
で
確
認
し
た
あ
と
、
応

募
書
類
を
郵
送
し
て
も
ら
い
ま
す
。
面
接
は

二
次
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
、
そ
の
後

ウ
ェ
ブ
で
の
適
性
検
査
、
デ
ー
タ
入
力
の
ス

ピ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
の
関
数
の
理
解
レ
ベ
ル

と
い
っ
た
Ｐ
Ｃ
ス
キ
ル
を
確
認
し
ま
す
。

全
国
に
広
が
る
テ
レ
ワ
ー
ク
を 

支
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
セ
ン
タ
ー

同
社
に
は
、
在
宅
で
働
く
社
員
の
ヘ
ル
プ

デ
ス
ク
か
ら
サ
ポ
ー
ト
ま
で
を
一
括
し
て
行

う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

採
用
が
決
ま
る
と
、
自
宅
や
そ
の
周
辺
地

域
の
ネ
ッ
ト
環
境
を
調
査
、
そ
の
状
況
に
応

じ
た
業
務
専
用
回
線
を
用
意
し
ま
す
。
併
せ

て
、
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
接
続
す
る
Ｖ
Ｐ

Ｎ
が
設
定
さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
を
自
宅
に
送
り
、
設

置
の
サ
ポ
ー
ト
ま
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
勤
務
社
員
用
の
就
業
規
則
も

整
備
し
、
家
族
で
も
立
ち
入
ら
な
い
業
務
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
や
持
ち
運
び
の
で
き
な
い
デ

ス
ク
ト
ッ
プ
Ｐ
Ｃ
や
接
続
デ
バ
イ
ス
の
制
限

な
ど
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
発
生

時
は
電
話
で
状
況
を
確
認
し
、
ケ
ー
ス
ご
と

に
リ
モ
ー
ト
操
作
や
機
器
交
換
な
ど
で
対
応

す
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

在
宅
勤
務
社
員
だ
け
の 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

同
社
は
在
宅
勤
務
社
員
だ
け
で
編
成
さ
れ

た
５
～
10
名
の
グ
ル
ー
プ
を
ベ
ー
ス
に
業
務

を
進
め
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
は
Ｔ
ｅ
ａ

ｍ
ｓ
を
利
用
。
ビ
デ
オ
会
議
は
朝
礼
・
終
礼

の
ほ
か
、
リ
ー
ダ
ー
会
議
や
本
社
と
の
打
ち

合
わ
せ
、
チ
ャ
ッ
ト
や
音
声
通
話
は
グ
ル
ー

プ
内
で
の
業
務
確
認
や
打
ち
合
わ
せ
に
利

用
。
リ
ー
ダ
ー
は
業
務
指
示
の
ほ
か
、
メ
ン

バ
ー
の
声
を
聞
く
こ
と
で
体
調
を
確
認
・
観

察
し
ま
す
。
こ
う
し
た
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
の
使
い

方
の
ル
ー
ル
は
、
入
社
後
３
か
月
の
研
修
の

中
で
周
知
さ
れ
ま
す
。

特
定
の
社
員
に
負
荷
が
生
じ
な
い
よ
う
、

グ
ル
ー
プ
人
員
と
抱
え
る
業
務
量
に
は
余
裕

を
も
た
せ
、
グ
ル
ー
プ
内
で
は
体
調
管
理
と

と
も
に
、
各
メ
ン
バ
ー
の
業
務
量
を
、
朝
礼

や
終
礼
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

全
国
４
７
都
道
府
県
で
の
雇
用
へ

小
川
さ
ん
は
「
会
社
に
と
っ
て
は
、
安
定

し
た
雇
用
の
継
続
が
何
よ
り
。
場
所
を
限
定

せ
ず
、
在
宅
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
安
定
し
て
働
け
る
人
を
採
用

で
き
て
い
ま
す
」
と
言
い
ま
す
。

現
在
、
31
都
道
府
県
で
の
雇
用
が
実
現
し

て
い
ま
す
が
、
近
い
う
ち
に
全
都
道
府
県
で

の
雇
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

01
ＩＣＴ活用とチームワークで
テレワークでもオフィス勤務と
同じ環境を実現在宅勤務を前提とした採用・雇用

同社の障害者雇用では、在宅勤務となることを前提として、採用面接や入社前
のスキルチェックはすべてオンラインで実施しています。採用が決まり研修が
始まる前には、専用回線や使用する PC などを会社が整え、外出に困難を伴
う障害のある方が在宅で働くための万全の環境を用意しています。

在宅勤務社員を支えるＩＣＴセンター
テレワークの環境を万全に整えている同社ですが、これを下支えしてい
るのは、本社に設置されているＩＣＴセンターです。ＰＣの設定やＩＴ 
インフラのトラブルが生じた場合、電話、メール等で連絡すると、常駐のスタッ
フがフォロー。電話での操作指示やリモート操作で解決しない場合は、代替
え機器を即座に送るなど、迅速な対応ができる体制が整っています。

Teams をフル活用した〈チームワーク〉
同社では、遠隔だからこそ社内の連携を重視し、Teams をフル活用して密な
コミュニケーションを図っています。勤務時間内は常時接続とし、朝礼・終礼
はビデオ会議、業務開始・終了の際にはグループチャットに書き込み、業務指
示や連絡にもチャットのほか音声通話機能を使っています。
Teams のオン・オフライン表示をリーダーが確認し、終業後にオフライン表
示とならない場合などには音声通話で連絡を取ります。

「横のつながり」を大切にしている同社では、ビデオ会議を利用してランチ交
流会を月１回開催、チャットは、研修同期との情報交換にも使っています。

ジョブサポートパワー株式会社（マンパワーグループ特例子会社）

東京都立川市曙町 2-34-7 ファーレイーストビル 8 階
2001 年
144 名（うち障害者 138 名）
事務処理業務請負、障害者雇用支援、有料職業紹介事業
親会社支援業務：与信判定、財務事務、派遣スタッフの福利厚生事務・コール対応、専用システム登録対応、会議室管理　等
その他業務：事務局対応、ヘルプデスク、テープ起こし、調査情報収集、プログラム構築、労務管理、人事管理、採用・教育・研修

取組のポイント

上
田
玲
奈
さ
ん

経
営
戦
略
部
経
営
戦
略
セ
ン
タ
ー
長

私
は
２
０
１
３
年
に
入
社
し
、
在
宅

業
務
課
で
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
を
経
験

し
た
あ
と
、
人
事
や
広
報
等
を
経
て
、

経
営
戦
略
セ
ン
タ
ー
長
に
な
り
ま
し
た
。

入
社
当
時
か
ら
現
在
も
テ
レ
ワ
ー
ク

に
よ
る
完
全
在
宅
勤
務
で
、
日
々
業
務

を
進
め
な
が
ら
、
接
続
権
限
設
定
や
オ

ン
ラ
イ
ン
ス
ト
レ
ー
ジ
の
利
用
な
ど
、

私
た
ち
が
使
い
や
す
い
よ
う
、
ま
た
、

効
率
よ
く
業
務
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
提

案
し
な
が
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
を

作
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
研
修
担
当

に
異
動
し
、
自
分
た
ち
が
作
っ
て
き
た

や
り
方
を
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

在
宅
で
働
く
の
に
大
事
な
の
は
、
積

極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ

て
い
く
こ
と
。
グ
ル
ー
プ
内
は
も
ち
ろ

ん
、
研
修
同
期
メ
ン
バ
ー
や
リ
ー
ダ
ー

同
士
な
ど
、
横
つ
な
が
り
の
支
え
合
い

や
情
報
共
有
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。経営戦略部経営戦略センター長

上田 玲奈 さん

社員間の親睦を深める交流会

代表取締役
小川 慶幸 さん

本社 ICT センター

トライスル事業部
吉川 一哉 さん

ジョブサポートパワー 
株式会社
サービス業
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所  在  地
設　　 立
従 業 員 数
事 業 内 容
障害のある 
社員の　　 
業 務 内 容

日
本
ユ
ニ
シ
ス
グ
ル
ー
プ
の
特
例
子
会
社

で
、
ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
検
査
を
主

事
業
と
し
て
い
る
Ｎ
Ｕ
Ｌ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
株
式
会
社
。
専
門
性
の
高
い
業
務
を
、

遠
隔
地
で
在
宅
勤
務
す
る
社
員
と
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
る
の
か
、
代
表
取
締
役
社
長
の

寺
嶋
文
之
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
検
査
と

検
査
員
に
求
め
ら
れ
る
も
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
提
供
さ
れ
て
い
る
情
報

を
、
年
齢
や
障
害
の
有
無
等
を
問
わ
ず
、
誰

も
が
支
障
な
く
利
用
で
き
る
よ
う
な
配
慮

が
施
さ
れ
て
い
る
か
、
専
門
の
検
査
員
が

チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
検
査
（
以
下
「
検
査
」）」。
国
際
基
準

や
国
内
の
規
格
も
あ
り
、
総
務
省
か
ら
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
公
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

業
務
と
し
て
は
、
対
象
と
な
る
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
専
用
の
シ
ス
テ
ム
に
か
け
、
出
力
さ

れ
た
結
果
を
目
視
で
確
認
、
結
果
に
応
じ
て

修
正
案
や
証
明
書
を
作
成
す
る
と
い
う
も

の
。検
査
業
務
に
必
要
な
の
は
、Ｐ
Ｃ
と
ネ
ッ

ト
環
境
、
そ
し
て
、
専
門
の
検
査
員
と
し
て

の
技
能
で
す
。

検
査
員
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス
キ
ル

や
通
信
機
器
等
に
つ
い
て
の
知
識
な
ど
、
高

度
な
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
シ

ス
テ
ム
が
チ
ェ
ッ
ク
し
た
内
容
を
目
視
で
確

認
し
、
修
正
提
案
を
作
成
す
る
た
め
に
必
要

な
特
定
の
ス
キ
ル
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
誰
も

が
目
指
せ
る
仕
事
で
す
。

仕
事
に
必
要
な
技
能
は
、
認
定
検
査
機
関

に
よ
る
試
験
を
受
け
、
実
習
な
ど
訓
練
に

よ
っ
て
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
社

で
は
、
支
援
機
関
等
で
検
査
に
必
要
な
基
本

的
な
技
能
を
習
得
し
た
人
材
を
雇
用
し
て
お

り
、
入
社
後
２
か
月
は
検
査
品
質
の
平
準
化

の
た
め
、
テ
キ
ス
ト
資
料
や
動
画
を
活
用
し

た
研
修
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
さ
ら
に
２
か

月
程
度
か
け
て
、
実
際
の
検
査
対
象
と
な
る

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
用
い
た
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
行
い
、

寺
嶋
さ
ん
ら
本
社
ス
タ
ッ
フ
が
、
ほ
ぼ
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。
実
際
の

業
務
で
は
、
検
査
員
に
よ
る
手
順
や
結
果
の

記
述
に
差
異
が
生
じ
な
い
よ
う
、
検
査
手
順

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
、
常
に
更
新
し
な
が
ら

利
用
し
て
い
ま
す
。

地
元
支
援
団
体
と
の
提
携
に
よ
る 

遠
隔
地
雇
用
の
実
現

日
本
ユ
ニ
シ
ス
グ
ル
ー
プ
は
、
Ｉ
Ｔ
の
力

に
よ
り
、
通
勤
が
難
し
い
身
体
障
害
者
や
精

神
障
害
者
が
完
全
在
宅
で
働
け
る
仕
組
み
を

つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
検
査
を
手
掛
け
る
株

式
会
社
イ
ン
フ
ォ
・
ク
リ
エ
イ
ツ
を
通
じ
、

検
査
の
基
本
的
な
技
能
の
訓
練
を
し
て
い
る

徳
島
県
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
Ｃ
Ｉ 

テ
レ
ワ
ー

カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
「
Ｊ
Ｃ
Ｉ
」）

と
の
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し
た
。
テ
レ
ワ
ー

ク
に
よ
る
障
害
者
雇
用
支
援
と
い
う
Ｊ
Ｃ
Ｉ

の
活
動
内
容
は
、
新
会
社
設
立
の
目
的
と
も

合
致
し
て
い
た
た
め
、
採
用
や
入
社
後
の
現

地
で
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
に
つ
い
て
の
提

携
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｃ
Ｉ
と
は
在
宅
勤
務
社
員
の
日
報
を
週

ご
と
に
メ
ー
ル
で
共
有
す
る
ほ
か
、
何
か
相

談
が
あ
る
場
合
に
も
す
ぐ
に
対
応
を
図
れ
る

体
制
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。「
毎
週
設
け
て

い
る
雑
談
の
時
間
に
地
域
の
話
題
で
盛
り
上

が
れ
る
の
も
、
同
じ
地
域
内
で
雇
用
す
る
メ

リ
ッ
ト
で
す
」
と
寺
嶋
さ
ん
。
自
身
も
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
前
ま
で
は
、
２
か
月
に
１
回
程

度
徳
島
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

テレワーク可能な業務としての 
「ウェブアクセシビリティ検査」

日本ユニシスグループでは、通勤困難な障害者が完全在宅で働ける IT 業務
を探していた際に、ウェブアクセシビリティ検査員の認定機関でもあるイン
フォ・クリエイツで障害者が検査業務を担っていることを知りました。また、
たとえパソコン全般が得意でなくても、特定のスキルを持っていれば検査が
できること、徳島県の JCI が障害者に対して検査業務の訓練をしていること
も分かり、業務に可能性を見出しました。
日本ユニシスグループ自体も IT 企業であるため、自社スタッフによる技術指
導が可能なことや、検査に一定の需要が見込まれることもあり、テレワーク
の主業務として採用に至りました。

目的に応じたウェブツールの使い分け
遠隔地の在宅勤務社員との密なコミュニケーションのため、さまざまなウェブ
ツールを使い分けている同社。カスタマイズができることや、外出先でも対応
できるよう、スマホアプリがあることが選択のポイントとなりました。
勤怠管理には、ウェブシステムにより PC のオン・オフをログで確認できる 
KING OF TIME（ ヒューマンテクノロジーズ）を使用。情報共有のための掲示
板や日報には、情報を一元管理し全体の進捗を「見える化」によって共有でき
る kintone（サイボウズ）を使用し、1 日の振り返りや翌日のフォローにつな
げています。そして、ミーティングやチャットには、色別のステータス表示で個々
の状況が確認でき、体調や業務面の悩みなどの変化に気づくことができること
から、Teams（ マイクロソフト）を使用。データ管理には、日本ユニシスグルー
プ全体で導入しているクラウドサービス box を使用しています。

NUL アクセシビリティ株式会社（日本ユニシス株式会社特例子会社）

東京都江東区豊洲 1-1-1（日本ユニシス本社ビル内）
2018 年（2019 年特例子会社認定）
５名（うち障害者３名）
ICT サービス事業（ウェブアクセシビリティ検査事業、データエントリー事業）、その他関連事業
ウェブアクセシビリティ検査

コ
ア
タ
イ
ム
を
排
除
し
た
ス
ー
パ
ー

フ
レ
ッ
ク
ス
制
を
導
入

同
社
で
は
、
朝
8
時
か
ら
夜
8
時
ま
で
の

間
で
定
め
ら
れ
た
時
間
分
だ
け
勤
務
す
る
と

い
う
「
ス
ー
パ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
制
」
を
採
用
。

通
院
や
訪
問
介
護
な
ど
に
よ
る
〈
中
抜
け
〉

の
縛
り
と
な
る
た
め
、
コ
ア
タ
イ
ム
は
設
定

し
て
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、朝
9
時
か
ら
ウ
ェ

ブ
会
議
に
参
加
、
そ
の
後
通
院
等
で
中
抜
け

し
14
時
か
ら
の
ウ
ェ
ブ
会
議
に
参
加
後
に
業

務
に
あ
た
り
、
日
報
作
成
と
勤
怠
入
力
し
て

終
業
、
と
い
う
勤
務
ス
タ
イ
ル
も
可
能
で
す
。

ま
た
、
報
・
連
・
相
を
重
視
す
る
同
社
で
は
、

勤
務
状
況
を
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
の
ス
テ
ー
タ
ス
で

確
認
し
、
勤
怠
管
理
に
は
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

Ｏ
Ｆ 

Ｔ

Ｉ
Ｍ
Ｅ
、
情
報
共
有
と
日
報
管
理
に
は
ｋ
ｉ

ｎ
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
と
、
ク
ラ
ウ
ド
ツ
ー
ル
を
使
う

こ
と
に
よ
り
、
遠
隔
地
で
あ
っ
て
も
密
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
な
環
境
を
整
え

て
い
ま
す
。

障
害
者
の
雇
用
機
会
を
守
る
た
め
に

寺
嶋
さ
ん
は
「
社
員
は
技
術
者
で
あ
り
、

事
業
を
支
え
て
い
る
の
は
彼
ら
」
と
言
い
ま

す
。
今
後
は
、
ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

検
査
に
興
味
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
公
募
な

ど
で
門
戸
を
広
げ
、
新
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
入

れ
る
予
定
で
す
。

「
多
く
の
企
業
に
自
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
な
こ

と
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
仕
事
、
方
法
が
あ
る

こ
と
を
広
く
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
他
社
に

お
い
て
も
障
害
者
雇
用
の
枠
が
さ
ら
に
広
が

る
は
ず
」
と
寺
嶋
さ
ん
は
考
え
て
い
ま
す
。

ウェブアクセシビリティ検査のフロー

代表取締役 寺嶋 文之 さん

02
遠隔地の通勤困難な障害者が
新しい働き方・業務に挑戦

NULアクセシビリティ
株式会社
サービス業
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障害者がテレワーク 
で働くために
支援機関ができること

テ
レ
ワ
ー
ク
に
必
要
な
ス
キ
ル

Ｄ
ｏ
‐
ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
で
は
、
柔
軟
な
働
き
方
を
希

望
す
る
障
害
者
を
対
象
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
る
た
め
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

柔
軟
な
働
き
方
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
（
在
宅

勤
務
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
求
め
ら
れ
る
の

は
、
業
務
上
必
要
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
操
作

や
メ
ー
ル
、
音
声
通
話
ソ
フ
ト
の
使
い
方
な
ど
の

Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
の
ほ
か
、
自
己
管
理
能
力
、
意
思
疎

通
能
力
に
加
え
て
、
業
務
へ
の
向
上
心
で
す
。

自
己
管
理
能
力
と
し
て
は
、
主
に
体
調
面
で
す

が
、
通
勤
で
あ
れ
ば
上
司
や
管
理
者
が
、
顔
色
な

ど
か
ら
体
調
を
気
遣
っ
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
は
そ
う
い
う
存
在

が
い
な
い
の
で
、
メ
ン
タ
ル
面
と
併
せ
て
、
自
分

で
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

意
思
疎
通
能
力
と
い
う
の
は
、
き
ち
ん
と
相
手

に
伝
わ
る
よ
う
な
表
現
が
で
き
る
こ
と
、
ま
た
、

相
手
が
伝
え
た
い
こ
と
を
き
ち
ん
と
理
解
で
き
る

こ
と
で
す
。
直
接
対
面
で
は
な
い
た
め
、
よ
り
難

し
い
こ
と
で
す
が
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
な

ら
、
ど
こ
が
ど
う
分
か
ら
な
い
の
か
言
語
化
し
て

伝
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

業
務
へ
の
向
上
心
は
、
ス
キ
ル
と
い
う
よ
り
心

構
え
で
す
。
在
宅
環
境
は
日
常
の
生
活
空
間
に
近

く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
働
け
る
半
面
、
仕
事
と
し

て
の
緊
張
感
を
保
ち
に
く
い
状
態
と
な
り
が
ち
で

す
。
ま
た
、
障
害
者
雇
用
は
昇
進
が
な
い
場
合
も

多
い
の
で
、
業
務
の
質
の
向
上
な
ど
、
自
分
な
り

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
ち
、
自
ら
動
き
、
働
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

就労移行支援事業所
Do-will　施設長

鈴木 千惠子 さん

Do-willはNPO法人ウィーキャン世田谷が2012年から運
営する就労移行支援事業所。法人名の「ＷＥＣＡＮ 」は

「The Worklink for Empowering Community Action 
Network」の頭文字からの命名で、障害者の自立による社会
参加と就労への支援を活動目的としている。

障害者がテレワークで働くためには、当事者、雇用する企業、それぞれに
心構えや準備が必要になってくる。そこで、テレワークでの就労を支援す
る機関であるDo-will施設長の鈴木千惠子さんにお話を伺った。

テ
レ
ワ
ー
ク
が
広
げ
る 

障
害
者
就
労
の
可
能
性

在
宅
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
障
害
者
は
潜

在
的
に
数
多
く
い
る
は
ず
で
す
が
、
外
出
困
難
な

重
度
身
体
障
害
者
な
ど
は
就
職
支
援
の
窓
口
へ
行

く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
、
情
報
を
得
に
く
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

企
業
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
受
け
て
、
業

務
の
ク
ラ
ウ
ド
化
や
労
務
管
理
の
ウ
ェ
ブ
ツ
ー
ル

導
入
な
ど
、
テ
レ
ワ
ー
ク
化
が
進
み
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
企
業
が
障
害
者
雇
用
の
受
け
皿
と
し
て
も

企
業
側
の
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
が
整
っ
て
き
て
い
る

と
み
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
通
勤
就
労
で
障
害
者

を
雇
用
し
よ
う
と
す
る
と
、
ハ
ー
ド
面
の
環
境
を

整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
で
あ
れ

ば
そ
の
負
担
は
な
く
、
障
害
者
が
慣
れ
た
環
境
で

能
力
を
発
揮
で
き
、
安
定
的
に
働
く
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
障
害
者
テ
レ
ワ
ー
ク
の
最

大
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

働
き
た
い
障
害
者
が
い
て
、
障
害
者
を
雇
用
し

た
い
企
業
が
あ
る
。
そ
れ
を
結
び
つ
け
る
ひ
と
つ

の
解
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
と
い
う
働
き
方
で
す
。
私

た
ち
支
援
機
関
は
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
就
労

を
希
望
す
る
障
害
者
と
雇
用
に
取
り
組
む
企
業
と

そ
れ
ぞ
れ
に
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

研
修
修
了
生
の
仕
事

当
事
業
所
で
は
、
就
労
を
希
望
す
る
障
害
者
に

対
し
て
業
務
に
即
応
で
き
る
Ｉ
Ｔ
技
能
習
得
、
職

場
選
択
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を
通
じ
、
社
会
参
加
と
自

立
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

修
了
生
の
就
労
先
で
の
職
種
と
し
て
は
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
や
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
な
ど
多
様
に
な
っ
て
い

ま
す
（
図
②
参
照
）。
業
務
と
し
て
は
、
通
勤
就

労
で
は
Ｐ
Ｃ
を
使
用
し
た
書
類
・
資
料
作
成
や

デ
ー
タ
管
理
な
ど
事
務
系
作
業
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
在
宅
就
労
で
は
デ
ザ
イ
ン
制
作
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
制
作
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
図
面
制
作
、
翻
訳
な
ど
の

自
己
完
結
型
の
作
業
が
多
く
、
中
・
長
期
的
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
が
可
能
な
業
務
が
主
と
な
っ
て

い
ま
す
。

企
業
へ
の
支
援・情
報
提
供

企
業
に
対
し
て
は
、
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
支

援
制
度
や
助
成
金
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供

し
、相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
は
、マ
ッ

チ
ン
グ
や
業
務
の
切
り
出
し
、
面
接
・
選
考
に
関

す
る
事
項
な
ど
、
雇
用
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
わ
る
こ

と
全
般
で
す
。
ま
た
、
就
職
後
６
か
月
間
は
、
双

方
の
架
け
橋
に
な
る
よ
う
定
期
面
談
な
ど
の
定
着

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
必
要
に
応
じ
て
自
宅
訪
問
な
ど
で

様
々
な
問
題
解
決
を
行
い
、
勤
務
先
や
支
援
機
関

と
の
連
携
を
図
っ
て
、
就
労
を
継
続
す
る
こ
と
が

で
き
る
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
ま
す
。

研
修
の
特
徴

当
事
業
所
の
研
修
の
特
徴
は
、
研
修
生
の
要
望

や
障
害
特
性
に
応
じ
た
個
別
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組

め
る
こ
と
で
す
。

Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る
仕
事
に
必
要
な
Ｐ
Ｃ
操
作
技

能
や
知
識
の
基
礎
か
ら
応
用
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
る
実
践
的
能
力
、
職
域
（
業
務
）

に
特
化
し
た
ス
キ
ル
が
習
得
で
き
る
よ
う
、
用
意

さ
れ
た
30
以
上
の
コ
ー
ス
（
表
①
参
照
）
か
ら
、

希
望
と
目
的
に
合
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、研
修
形
態
も「
通
所
」「
在
宅
＋
通
所
」「
天

候
や
体
調
に
よ
る
研
修
場
所
の
変
更
」
等
、
場
所

や
曜
日
、
時
間
帯
を
個
別
に
設
定
で
き
る
仕
組
み

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
で
の
就
労
を
前
提
と
す
る
と
、
研

修
も
基
本
的
に
在
宅
と
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、

本
人
が
継
続
し
て
作
業
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
当
事
業
所
で
は
自
宅

訪
問
の
う
え
在
宅
環
境
整
備
を
調
査
し
、
ネ
ッ
ト

環
境
だ
け
で
な
く
、
机
や
椅
子
、
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト

等
の
補
助
器
具
利
用
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
含
め
た

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
在
宅
研
修

前
に
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

研
修
資
料
は
必
要
に
応
じ
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
て
あ

り
、
閲
覧
し
な
が
ら
作
業
で
き
る
よ
う
サ
ブ
モ
ニ

タ
ー
を
用
意
し
ま
す
。
ま
た
、音
声
通
話
ソ
フ
ト
、

遠
隔
操
作
ソ
フ
ト
な
ど
を
活
用
し
、
在
宅
で
あ
っ

て
も
対
面
と
変
わ
ら
な
い
レ
ベ
ル
の
研
修
を
受
け

ら
れ
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

図② 職種・職務内容の例

InDesign 受講者実績建築 CAD 受講生実績：マンション鳥瞰図３D 表① Do-will の研修内容
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所  在  地
設　　 立
従 業 員 数
事 業 内 容
障害のある 
社員の　　 
業 務 内 容

株
式
会
社
イ
ン
タ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
、

基
幹
事
業
で
あ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
た

め
の
人
材
と
し
て
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
積
極
的

に
採
用
し
て
い
ま
す
。

同
社
が
取
り
組
ん
で
き
た
障
害
者
雇
用
と

テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
人
事
担
当
の
田
下

優
里
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

上
場
と
企
業
規
模
拡
大
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の

考
え
か
ら
障
害
者
雇
用
を
開
始

２
０
１
６
年
当
時
、
将
来
的
な
事
業
拡
大

と
上
場
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
企

業
と
し
て
の
責
任
を
持
っ
て
社
会
貢
献
へ
取

り
組
む
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
考
え
方
か
ら
障
害
者
雇
用

を
開
始
し
ま
し
た
。

必
要
な
人
材
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
で
き

る
エ
ン
ジ
ニ
ア
。
Ｉ
Ｔ
の
素
養
と
会
社
へ
の

興
味
が
あ
れ
ば
、
即
戦
力
で
な
く
て
も
い
い

と
い
う
、
そ
れ
ま
で
の
新
卒
者
採
用
と
同
様

の
考
え
方
で
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。当

時
は
特
定
の
就
労
支
援
機
関
な
ど
と
の

つ
な
が
り
が
な
か
っ
た
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
検
索
で
そ
う
し
た
人
材
を
育
成
し
て

い
る
施
設
や
学
校
を
探
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
東
京
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
の
こ
と
を

知
り
、
学
校
訪
問
の
上
、
学
内
で
単
独
で
の

就
職
説
明
会
を
開
催
。
そ
の
後
は
同
社
に
興

味
を
持
っ
て
く
れ
た
１
名
が
会
社
見
学
、
面

接
等
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
入
社
に
至
り
ま

し
た
。

障
害
者
雇
用
の
第
１
号
と
な
っ
た
の
は
重

度
の
身
体
障
害
の
あ
る
方
で
、
現
在
は
プ
ロ

グ
ラ
マ
ー
と
し
て
同
社
の
基
幹
プ
ロ
ダ
ク
ト

の
開
発
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

師
弟
制
度
と
メ
ン
タ
ー
制
度

入
社
後
の
人
材
教
育
や
働
き
方
に
つ
い
て

も
、
障
害
の
あ
る
社
員
も
他
の
新
卒
社
員
と

同
様
に
研
修
を
行
う
た
め
、
入
社
時
期
を
合

わ
せ
ま
し
た
。

同
社
の
従
業
員
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
職
と
ビ
ジ

ネ
ス
職
と
に
分
か
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
別
の

チ
ー
ム
制
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
入
社
後
の

研
修
期
間
は
、
各
チ
ー
ム
を
そ
れ
ぞ
れ
一
定

の
期
間
体
験
し
、
事
業
の
全
体
像
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
先
輩
社
員
た
ち
の
働
く
姿
か

ら
企
業
文
化
を
体
得
し
て
い
き
ま
す
。

同
社
の
人
材
教
育
で
特
徴
的
な
の
は
、
師

弟
制
度
と
メ
ン
タ
ー
制
度
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
職
の
チ
ー
ム
が
主
に
行
っ
て

い
る
「
師
弟
制
度
」
は
、
チ
ー
ム
内
で
師
匠

１
人
に
対
し
て
弟
子
１
～
２
人
程
度
が
付

き
、
実
業
務
の
中
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
技

術
や
会
社
と
し
て
の
開
発
作
法
な
ど
が
伝
達

さ
れ
ま
す
。

「
メ
ン
タ
ー
制
度
」
は
、
先
輩
社
員
が
新

入
社
員
の
メ
ン
タ
ー
と
な
り
、
キ
ャ
リ
ア
形

成
上
の
課
題
や
職
場
で
の
悩
み
な
ど
、
メ
ン

タ
ル
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

通
勤
か
ら
一
部
在
宅
、
完
全
在
宅
、 

全
社
テ
レ
ワ
ー
ク
へ
の
移
行

障
害
の
あ
る
社
員
は
入
社
当
初
は
毎
日
出

社
し
て
い
ま
し
た
が
、
車
い
す
利
用
で
の
通

勤
に
配
慮
し
、
２
年
ほ
ど
経
っ
て
か
ら
週
１

回
の
在
宅
勤
務
日
を
設
け
ま
し
た
。
こ
の
頃

に
は
す
で
に
師
匠
の
も
と
で
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

と
し
て
の
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
業
務
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
て

い
た
た
め
、
特
に
支
障
を
来
す
こ
と
な
く
、

在
宅
へ
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
１
月
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
リ
ス
ク
に
配
慮
し
、

他
の
社
員
に
先
ん
じ
て
完
全
在
宅
に
移
行
し

て
い
ま
す
。
同
年
3
月
に
は
全
社
員
が
基
本

の
業
務
形
態
を
テ
レ
ワ
ー
ク
に
移
行
し
ま
し

た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
で
の
労
務
管
理
と 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
と
も
と
チ
ー
ム
ご
と
に
自
律
し
て
お

り
、
チ
ー
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
中
心
に
業
務

を
進
め
る
ス
タ
イ
ル
が
確
立
し
て
い
た
た

め
、
全
社
員
が
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
も
大

き
な
混
乱
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
は
コ
ア
タ
イ
ム
な
し
の
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
で
、
共
通
ル
ー
ル
は
、

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
へ
の
報
告
の
な
い
19
時
30

分
以
降
の
業
務
は
禁
止
と
い
う
こ
と
だ
け
。

始
業
・
終
業
の
確
認
に
は
自
社
開
発
の
シ

意欲あるエンジニア候補の採用
ソフトウェアの開発を基幹事業とする同社は、求める人材要件が明快です。
職種としてはプログラマーやＳＥなどエンジニアで、将来的に自律的なプロ
フェッショナルとなることが見込まれる人、という人物像です。しかし、い
きなり高スキルの即戦力を求めているわけではなく、入社後に育成してい
く前提で、会社や業務内容に興味を持つ意欲的な人材を採用しています。
また、「全員がプロフェッショナルとして働く」という行動指針のもと、各
人が責任と権限を平等に持ちながら業務遂行に当たっています。新入社員
に対しても、研修プログラムやチーム内での師弟制度、チームを超えたメ
ンター制度などの各種制度を通し、テレワークでも支障なく働ける、自律
した人材として育成を図っています。

自律性を重視する企業文化と 
きめ細やかな人材育成がもたらした 
スムーズなテレワーク移行
社員一人ひとりを信頼し、チームの自律性を重視してきた同社では、テ
レワークに移行しても勤務状況を厳しく管理するということはしていませ
ん。オフィス勤務と同様にコミュニケーションが図れるよう、簡単な質問
などは Slack のチャットで、直接会話しながら細かな確認が必要な場合は
Google Meetのビデオ会議でと、ツールを使い分けています。また、ミーティ
ングでは、コロナ疲れがないかなど、マネージャーが心身の状態もチェックし、
役員との会議で情報を共有しています。

東京都千代田区富士見 2 丁目 10 番 2 号 飯田橋グラン・ブルーム４F
2003 年
125 名（2021 年 3 月　現在）
クラウドコマースプラットフォーム「ebisumart」の提供
プログラミング

ス
テ
ム
を
利
用
し
、
管
理
部
門
が
勤
怠
確
認

を
行
っ
て
い
ま
す
。

業
務
上
の
進
捗
確
認
や
質
問
な
ど
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
Ｓ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
の

チ
ャ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
細
か
な

確
認
に
は
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ　
Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
の
ビ

デ
オ
会
議
を
使
っ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
で
の
障
害
者
雇
用

同
社
の
テ
レ
ワ
ー
ク
化
に
つ
い
て
田
下
さ

ん
は
、「
ス
ム
ー
ズ
に
テ
レ
ワ
ー
ク
へ
移
行

で
き
た
の
は
、
従
前
か
ら
行
っ
て
き
た
人
材

育
成
と
チ
ー
ム
で
の
業
務
遂
行
体
制
が
あ
っ

た
こ
と
と
、
企
業
文
化
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
」
と
言
い
ま
す
。

同
社
は
今
後
も
テ
レ
ワ
ー
ク
を
継
続
す
る

た
め
、
障
害
の
あ
る
方
も
在
宅
で
の
雇
用
を

前
提
に
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

マーケティング戦略部 ヒューマンリソースチーム
田下 優里 さん

朝礼

19 時 30 分ルール

フレックスタイム制度

メンター制度

全社テレワーク実施のため出社は月１回程度

03
きめ細やかな人材育成で実現
障害のある社員への中小企業の
テレワーク導入

株式会社
インターファクトリー

情報通信業

株式会社インターファクトリー
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所  在  地
設　　 立
従 業 員 数
事 業 内 容
障害のある 
社員の　　 
業 務 内 容

社
員
の
約
半
数
が
知
的
障
害
者

Ａ
Ｉ
Ｇ
日
本
法
人
グ
ル
ー
プ
の
特
例
子
会

社
で
あ
る
Ａ
Ｉ
Ｇ
ハ
ー
モ
ニ
ー
株
式
会
社
。

障
害
の
あ
る
社
員
の
約
半
数
を
知
的
障
害
者

が
占
め
る
同
社
で
、
支
援
機
関
と
ど
う
連
携

を
図
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
ど

う
対
応
し
た
の
か
、
代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ

Ｅ
Ｏ
の
西
田
直
樹
さ
ん
、ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
（
職

場
適
応
援
助
者
）
の
野
上
亜
紀
子
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

設
立
は
支
援
機
関
と
の
二
人
三
脚

同
社
は
、
親
会
社
グ
ル
ー
プ
内
で
の
検
討

を
経
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
準
備
段

階
か
ら
連
携
し
た
の
が
、
世
田
谷
区
立
障
害

者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
き
っ
ぷ
」
で
す
。

障
害
者
雇
用
に
関
す
る
講
義
や
業
務
の
切
り

出
し
、
社
内
指
導
員
の
実
習
と
、
丁
寧
な
支

援
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
の
支
援
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

野
上
さ
ん
は
こ
う
言
い
ま
す
。「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
は

社
内
で
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
支
援
機
関
に
は
私

た
ち
が
迷
っ
た
と
き
に
相
談
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
社
員
に
不
調
が
起
こ
り
、
何
が
原

因
か
、
ど
う
い
う
状
態
か
、
判
断
が
つ
か
な

い
。
具
体
的
に
状
況
を
説
明
す
る
と
、
社
内

で
ど
う
対
応
す
れ
ば
い
い
か
的
確
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
状
況
に
よ
っ

て
は
、
支
援
員
の
方
が
来
社
し
て
面
談
し
た

り
、
医
療
機
関
へ
つ
な
い
だ
り
と
、
細
や
か

な
対
応
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」。

Ａ
Ｉ
翻
訳
な
ど
60
～
70
種
も
の
業
務

設
立
当
初
、
障
害
の
あ
る
社
員
は
６
名
で

し
た
が
、
令
和
３
年
２
月
時
点
で
43
名
に
ま

で
増
え
、
現
在
は
、
帳
票
の
仕
分
け
や
デ
ー

タ
入
力
、
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
な
ど
60
～
70
種
類

の
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
、
外
資
系
で
あ
る
Ａ
Ｉ
Ｇ
グ

ル
ー
プ
で
は
、
翻
訳
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
く
、

グ
ル
ー
プ
各
社
か
ら
の
翻
訳
依
頼
を
一
手
に

引
き
受
け
て
い
ま
す
。
業
務
は
メ
ー
ル
で
送

ら
れ
て
く
る
添
付
フ
ァ
イ
ル
を
、
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
さ
れ
た
Ａ
Ｉ
翻
訳
シ
ス
テ
ム
に
か
け
、

出
力
さ
れ
た
翻
訳
フ
ァ
イ
ル
を
依
頼
主
へ
返

信
す
る
流
れ
で
、
多
い
時
で
月
に
１
万
頁
以

上
処
理
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
在
宅
対
応
と 

テ
レ
ワ
ー
ク
に
向
け
た
準
備

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受

け
、
２
０
２
０
年
３
月
か
ら
は
週
１
回
の
自

宅
待
機
を
始
め
、
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ

る
と
、
社
員
全
員
を
２
班
に
分
け
て
交
互
に

出
勤
す
る
体
制
を
敷
き
ま
し
た
。
在
宅
日
に

は
基
礎
力
向
上
の
た
め
の
漢
字
や
計
算
ド
リ

ル
の
課
題
を
出
し
ま
し
た
。

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
Ａ
Ｉ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
内

の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
Ａ
Ｉ
Ｇ
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
主
要
な
業

務
で
あ
る
紙
を
扱
う
業
務
の
減
少
を
意
味
し

ま
す
。
西
田
さ
ん
は
「
紙
が
減
る
な
ら
Ｐ
Ｃ

で
の
業
務
の
割
合
を
増
や
し
て
い
こ
う
。
そ

の
た
め
に
は
Ｐ
Ｃ
ス
キ
ル
と
テ
レ
ワ
ー
ク
は

必
須
だ
」
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
全
社

員
を
対
象
に
自
宅
の
通
信
環
境
を
調
査
し
、

テ
レ
ワ
ー
ク
の
環
境
整
備
を
進
め
ま
し
た
。

幸
い
、
も
と
も
と
グ
ル
ー
プ
全
体
で
整
え
ら

れ
て
い
た*

Ｖ
Ｄ
Ｉ（
仮
想
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
）

の
お
か
げ
で
高
価
な
Ｐ
Ｃ
は
必
要
な
く
、
環

境
整
備
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
サ
ー
バ
ー
内
の
共
有
権
限
等
を

整
理
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
方
法
や
ル
ー
ル
を

決
め
、７
月
か
ら
２
種
類
の
業
務
で
テ
レ
ワ
ー

ク
を
開
始
。
現
在
は
前
述
の
Ａ
Ｉ
翻
訳
の
ほ

か
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
れ
た
日
報
の
エ
ク
セ
ル
へ

の
入
力
作
業
、画
面
上
で
エ
ビ
デ
ン
ス
と
デ
ー

タ
を
見
比
べ
る
保
険
金
の
照
合
作
業
な
ど
、

８
業
務
に
増
え
て
い
ま
す
。

障害者就労支援機関とは
世田谷区立障害者就労支援センター「すきっぷ」は、主に
知的障害のある方を対象に、就労支援、職場定着支援や
生活支援といった継続的な支援を行い、障害のある方の社
会参加と自立の促進を図っています。一方、企業に対して
も、雇用相談や定着支援のほか、障害者雇用に関するレク
チャーやジョブコーチの派遣など多方面からの支援に取り
組んでいます。

企業への支援 
　―AIG ハーモニーの場合
　ＡＩＧハーモニーさんがセンターへ来られた時には、すで
に明確な雇用プランがあったので、その実現のために、段
階的にお手伝いをしました。まずは、同社を訪問し、雇い
入れ側のマインドづくりをレクチャーしました。次にセンター
を視察していただき、職業訓練の様子などを見て、障害の
ある人と働くというのはどういうことか、イメージしてもらい
ました。
　業務の切り出しについては、同社にはすでに想定する業
務があったので、それをどのように作業するか、手順や作業
マニュアルなどについてアドバイスしました。マニュアルに

障害者雇用を応援する支援機関
AIG ハーモニーが設立時からサポートを受けているのが、世田谷区立障害者就労支援

センター「すきっぷ」です。障害者就労支援機関とはどういうもので、企業に対してどの
ような支援をしているのか、就労相談室 室長の名倉壮郎さんにお話を伺いました。

AIG ハーモニー株式会社（AIG グループ 特例子会社）

世田谷区立障害者就労支援センター
すきっぷ就労相談室
室長 名倉 壮郎 さん

東京都墨田区錦糸 1-2-4 アルカウエスト 4F
2017 年
67 名（うち障害者 43 名）※ 2021 年２月１日時点
日本の AIG グループ各社のサポート
コンピューター出力帳票のカッティング・仕分・発送、社内物流業務、各種帳票のファイリング・封入・封緘、データ入力・スキャニング、
機密文書の回収・裁断、圧着ハガキの生成、名刺印刷、各種簡易印刷、郵便物の計量とスタンピング、AI による翻訳　等

テ
レ
ワ
ー
ク
の
方
法
と
配
慮

テ
レ
ワ
ー
ク
に
あ
た
っ
て
は
、
注
意
事
項

４
項
目
を
定
め
、
必
要
に
応
じ
て
社
員
の
家

族
も
含
め
て
共
有
し
て
い
ま
す
。
暗
黙
の
了

解
は
通
用
し
な
い
社
員
も
い
る
た
め
、
注
意

事
項
を
自
分
で
紙
に
手
書
き
し
て
も
ら
い
、

理
解
を
促
し
ま
し
た
。

当
初
、
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ア
プ
リ
や

メ
ー
ル
で
行
っ
て
い
た
始
業
の
連
絡
は
、

途
中
で
ビ
デ
オ
会
議
に
切
り
替
え
ま
し

た
。
顔
を
見
て
体
調
等
の
状
態
を
確
認

で
き
る
と
と
も
に
、
仕
事
の
緊
張
感
を

持
た
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
在
宅
勤
務

日
は
、
そ
の
日
の
体
調
や
気
分
、
作
業
実

施
状
況
、
そ
の
日
良
か
っ
た
こ
と
な
ど
を

記
入
す
る
「
取
組
報
告
日
誌
」
を
提
出
。 

作
業
状
況
は
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
の
オ
ン
ラ
イ

ン
・
オ
フ
ラ
イ
ン
表
示
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

当
初
は
同
じ
空
間
に
い
な
い
状
態
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
け
る
か
不
安
も
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
上
手

く
利
用
し
、
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
拡
大
と
ス
キ
ル
向
上

西
田
さ
ん
は
「
将
来
的
に
は
Ａ
Ｉ
Ｇ
の
一

般
の
社
員
と
と
も
に
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
Ａ
Ｉ
Ｇ

の
社
員
が
当
た
り
前
に
使
っ
て
い
る
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
彼
ら
も
使
え
る
よ
う
に
な
ら
な
い

と
い
け
な
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
を
き
っ
か
け
と
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
と
Ｐ
Ｃ

ス
キ
ル
向
上
の
先
に
、
こ
の
よ
う
な
未
来
を

見
据
え
て
い
ま
す
。

＊端末内にアプリケーションやデータを置かず、サーバー上で一元化することで、社内と同じ環境にリモート接続が可能となる仕組み

は文字と記号や絵を併用するなど、表現の工夫についても
提案しています。設立直前には、野上さんらジョブコーチと
なる方々の研修を実施。３日間センターに通所して、講義
のほか、実際の作業に参加していただき、指導員の動きか
ら学んでもらいました。
　現在もセンターから就労した社員の方の支援を続けてい
て、電話やメールなどで連絡を取り合っています。

障害者雇用に向けて 
支援機関ができること
　企業にとっての障害者雇用の目的は、法定雇用率を達成
するためではなく、企業理念に基づく社会貢献へと移ってき
ています。
　企業の人事の方からは、「どこに相談したらいいのか分か
らない」という声をよく聞きます。お困りのことがあったら、
お近くの支援機関に問い合わせてみてください。当事者と企
業との橋渡しをし、そしてその後の定着支援などを継続的
に支援するのが、我々の役目です。

04
コロナ禍ではじまった
知的障害者の多い職場でのテレワーク

AIGハーモニー
株式会社

専門サービス業

AIG ハーモニー株式会社
代表取締役社長 兼  CEO
西田 直樹 さん

AIG ハーモニー株式会社
ビジネスアシスト部
野上 亜紀子 さん
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コロナ禍での
就職活動の
現場から
オンラインとwithマスクの就職面接

コロナ禍で障害者の就職活動はどのような影響を受けたのか。
株式会社ゼネラルパートナーズが運営する就労移行支援事業所 
リドアーズの施設長 染野あゆみさんにお話を伺った。

「
オ
ン
ラ
イ
ン
通
所
」の
思
わ
ぬ
効
果

ま
た
、
は
じ
め
は
上
手
く
い
く
の
か
心
配
だ
っ

た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
通
所
」
で
す
が
、
思
わ
ぬ
効

果
も
あ
り
ま
し
た
。

病
状
等
に
よ
り
通
所
が
難
し
い
方
や
、
電
車

な
ど
で
の
通
所
に
よ
る
体
力
の
消
耗
が
激
し
い

方
も
、
移
動
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
な
く
な
り
、

研
修
に
身
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
少
し
体
調
が
悪
い
日
で

あ
っ
て
も
在
宅
で
あ
れ
ば
研
修
に
参
加
で
き
る
、

と
い
う
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ
た
方
も

多
い
よ
う
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
模
擬
面
接

コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
、
多
く
の
企
業
で
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
面
接
対
策

と
し
て
、
新
た
に
オ
ン
ラ
イ
ン
模
擬
面
接
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

模
擬
面
接
は
、
本
社
人
材
紹
介
部
門
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
面
接
官
と
な
り
、
事
業

所
の
職
員
も
同
席
し
て
行
い
ま
す
。
そ
の
場
で

振
り
返
り
、
改
善
点
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

カ
メ
ラ
の
向
き
や
光
の
加
減
の
調
整
な
ど
、

オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
指
摘
事
項
も
あ
り
ま

す
。
研
修
で
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
慣
れ
、
ツ
ー
ル
と
し

て
使
い
こ
な
せ
て
い
る
の
で
、
企
業
に
対
し
て

「
テ
レ
ワ
ー
ク
も
可
能
だ
」
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
に

な
り
そ
う
だ
と
い
う
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
と
障
害
者
の
就
職
環
境
の
変
化

コ
ロ
ナ
禍
で
世
の
中
か
ら
一
定
数
雇
用
が
減
っ

た
の
は
事
実
で
、
障
害
者
の
雇
用
も
同
様
に
減
っ

て
は
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
障
害
の
有
無
と
は
無
関

係
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
初
め
て
緊
急
事
態
宣
言

が
出
さ
れ
た
4
・
5
月
は
、
採
用
活
動
も
止
ま
り

ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
順
調
に
回
復
し
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
就
職
実
績
も
例
年
と

変
わ
ら
ず
好
調
で
す
。

障
害
者
の
雇
用
は
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
を

も
と
に
、
企
業
等
の
努
力
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て

い
ま
す
。
令
和
３
年
３
月
に
、法
定
雇
用
率
が
２・

２
％
か
ら
２・
３
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
障
害
者
が
働
く
場
所
や
機
会
は
増
加
し

て
い
ま
す
。
当
面
こ
の
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
と

見
て
い
ま
す
。

当
事
業
所
で
は
毎
年
、
企
業
の
人
事
担
当
の

方
々
に
ご
来
所
い
た
だ
く
事
業
所
見
学
会
を
開

い
て
い
ま
す
。
研
修
の
様
子
や
そ
の
成
果
を
見

て
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
今
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
開
催
で
し
た
。
成
果
発
表
で
は
、
利
用
者

が
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
画
面
を
共
有
し
な
が
ら
、
自
分

の
言
葉
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

利
用
者
が
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど

の
ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な
し
て
い
る
様
子
を
を
ご

覧
に
な
っ
た
企
業
の
方
々
は
、
と
て
も
驚
か
れ

て
い
ま
し
た
。

障
害
の
あ
る
方
々
が
で
き
る
こ
と
は
多
々
あ

り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
働
く
こ
と
も
可
能
だ
と
い

う
こ
と
を
、
企
業
の
方
々
に
は
是
非
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

ン
ラ
イ
ン
へ
移
行
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
当
社

で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
が
進
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、

研
修
に
必
要
な
デ
ー
タ
等
は
ク
ラ
ウ
ド
上
に

あ
っ
た
の
で
、
移
行
は
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
。

一
部
の
研
修
を
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
実
施
す
る
た
め
、

予
め
全
利
用
者
に
対
し
て
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
操
作
の
説

明
会
を
行
い
ま
し
た
。
利
用
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン

に
適
応
で
き
る
か
心
配
し
ま
し
た
が
、
一
度
の

説
明
会
だ
け
で
特
に
問
題
な
く
馴
染
ん
で
い
ま

し
た
。

現
在
は
テ
レ
ワ
ー
ク
に
も
通
勤
を
伴
う
勤
務

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
、

週
の
半
分
は
通
所
し
、
も
う
半
分
は
自
宅
か
ら

研
修
に
参
加
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
ま

す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
基
本
的
に
コ
ロ
ナ

前
と
変
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
事
業
所
と
自
宅
と

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
行
っ
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
顔
を
見
な
が
ら
研
修
等
を

行
え
る
た
め
、
進
行
に
は
大
き
な
問
題
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
、
お
昼
の
雑
談
な
ど
で
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
だ
と
一
人
し
か
発
言
で
き
な
い
た
め
、

言
葉
を
出
す
量
、
受
け
取
る
量
と
も
に
減
り
ま

し
た
。
対
面
で
は
察
知
で
き
る
、
次
に
発
言
し

た
そ
う
に
し
て
い
る
な
、
と
い
っ
た
気
配
も
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
な
か
な
か
伝
わ
っ
て
き
ま
せ

ん
。「
発
言
」
ボ
タ
ン
を
使
っ
た
り
、
進
行
役
の

職
員
が
発
言
を
促
し
た
り
と
、
工
夫
を
し
て
い

ま
す
。

株
式
会
社
ゼ
ネ
ラ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
は
、

２
０
０
３
年
、
障
害
者
の
人
材
紹
介
会
社
と
し

て
創
業
し
、
現
在
は
、
人
材
紹
介
事
業
に
加
え
、

就
労
移
行
支
援
事
業
所
お
よ
び
Ａ
型
事
業
所
を

運
営
し
て
い
ま
す
。
リ
ド
ア
ー
ズ
は
、
統
合
失

調
症
の
方
専
門
の
就
労
移
行
支
援
事
業
所
で
す
。

緊
急
事
態
宣
言
と
研
修
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

当
事
業
所
は
、
就
職
を
目
指
す
障
害
の
あ
る

方
を
対
象
に
、
就
職
へ
向
け
て
の
訓
練
の
場
の

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
３
月
、
第
１
回
目
の
緊
急
事
態

宣
言
が
出
そ
う
だ
と
い
う
時
期
に
、
研
修
を
オ

オンライン面接と
with マスク面接を
経験して
―T さんの場合

就労移行支援事業所 リドアーズ
施設長

染野 あゆみ さん

リドアーズ利用のきっかけと研修の在宅移行

　人と会うのが好きで、介護とカフェとのダブルワークをしてい
ました。障害についてはクローズだったので、薬をトイレで飲ん
だり、妄想などの陽性症状が出たりしたのが辛くて辞めました。
　リドアーズを利用しようと思ったのは、毎日通う場所がほし
かったのと、自分の障害特性を理解したいと思ったからです。
2019 年 11月から通所を始め、研修にも慣れて PC スキルも少
しずつ上がってきて、2020 年 3 月には企業実習の予定もあっ
たのですが、緊急事態宣言で中止になってしまいました。
　在宅移行した直後は、通所できない不安や職員の方へのメー
ルの書き方などで戸惑うこともありましたが、すぐに慣れて、今
は特に問題ありません。

コロナ禍での就職面接

　模擬面接は対面で２回、オンラインで１回行いました。企業
の就職面接も対面で２回ありました。
　対面の場合、言葉と表情とで伝えたいのに、マスクがあると
表情が見えません。そこで思いついたのが子供用の小さめのマ
スクです。話しているときの頬の動きは見えて、笑顔かどうか
は伝わります。オンラインの場合は、事前の確認がとても重要
だと思います。カメラの向きや自分の映り、きちんと URL にア
クセスできるか、できない場合の連絡をどうするか、などです。
また、相手の言葉が聞き取りにくいことがあっても、聞き直すの
も難しいので、インカムなどを使うほうがいいかなと思います。
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広まるテレワークと合理的配慮

鳥飼総合法律事務所
パートナー弁護士

小島 健一 さん

労働法分野を中心に、主に企業（外国会社・外資系企業を含む）
をクライアントとして、紛争の予防的なコンサルティングか
ら解決まで幅広く経験を積む。近年は産業保健全般、障害者
雇用にまで活動領域を広げ、企業に対し「健康経営」推進へ
の助言も行っている。

障害のある社員に対して、合理的配慮の提供がすべての事業主に義務づけ
られている。テレワークが広まった昨今、テレワークにおける合理的配慮
について注意すべき点を、産業保健、障害者雇用に詳しい弁護士の小島健
一さんにお話を伺った。

小さな「窓 」を広げる「対話 」

合
理
的
配
慮
は
能
力
を
発
揮
さ
せ
る
た
め

障
害
者
雇
用
促
進
法
が
改
正
さ
れ
、
２
０ 

１
６
年
4
月
か
ら
、
全
て
の
事
業
主
に
、
雇
用

の
場
面
に
お
い
て
、「
障
害
者
」
で
あ
る
労
働

者
に
対
し
て
合
理
的
配
慮
を
提
供
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
合
理
的
配
慮
」
と
は
、
分
か
り
や
す
く
言

え
ば
、
障
害
者
が
事
業
主
か
ら
求
め
ら
れ
て
い

る
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
“
本
質
的
な
能

力
”
を
有
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

能
力
の
発
揮
を
妨
げ
る
「
社
会
的
障
壁
」
が
あ

る
場
合
、
事
業
主
に
と
っ
て
過
重
な
負
担
に
な

ら
な
い
範
囲
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
取
り
除
い
て
、

能
力
を
発
揮
す
る
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
で

す
。「

社
会
的
障
壁
」
を
取
り
除
く
と
い
う
こ
と

に
は
、
物
理
的
な
環
境
に
配
慮
す
る
こ
と
に
限

ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
の
工
夫

や
、
会
社
の
ル
ー
ル
・
慣
行
の
変
更
な
ど
、
目

に
見
え
な
い
こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
障
害
者
の
雇
用
を
想
定
し
て
バ

リ
ア
フ
リ
ー
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
講

じ
て
お
く
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
す
が
、
障

害
の
特
性
は
多
様
で
あ
り
、
同
じ
人
で
あ
っ
て

も
時
期
に
よ
っ
て
状
態
や
症
状
等
が
変
化
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

障
害
者
の
能
力
発
揮
の
た
め
に
、
で
き
る
限
り

対
応
す
る
合
理
的
配
慮
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で

す
。

精
神
・
発
達
障
害
者
に
と
っ
て
も
、
安
定
し
て

就
業
を
継
続
す
る
た
め
の
朗
報
で
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、

障
害
者
の
雇
用
に
お
い
て
も
、
通
常
の
雇
用
と

同
様
に
、
労
働
基
準
法
を
は
じ
め
と
す
る
労
働

関
係
法
令
が
適
用
さ
れ
、事
業
主
に
は
「
健
康・

安
全
配
慮
義
務
」
が
あ
る
こ
と
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
事
業
主
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で

あ
っ
て
も
労
働
時
間
を
管
理
・
把
握
し
、
働
き

過
ぎ
を
防
止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
自
宅
の
作
業
環
境
や

作
業
方
法
が
、
障
害
者
の
心
身
を
害
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
、
少
な
く
と

も
、障
害
者
に
適
切
な
情
報
を
提
供
し
、指
導・

教
育
を
行
う
べ
き
で
す
。
左
の
図
は
、
厚
生
労

働
省
が
発
行
し
た
「
テ
レ
ワ
ー
ク
に
お
け
る
適

切
な
労
務
管
理
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

示
さ
れ
た
、
一
般
的
な
テ
レ
ワ
ー
ク
の
た
め
の

作
業
環
境
整
備
の
留
意
点
で
す
。

で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
お
け
る
合
理
的
配
慮

と
し
て
、
特
別
に
留
意
す
る
べ
き
こ
と
は
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
特
徴
は
、
仕
事
の
上

で
連
携
す
べ
き
存
在
が
近
く
に
い
な
い
状
態

で
、
よ
り
限
ら
れ
た
小
さ
な
「
窓
」
を
通
し
て

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
い
ら
れ
る
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

精
神・発
達
障
害
者
を
は
じ
め
と
し
て
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
苦
手
の
あ
る
障
害
者
は
少
な

く
な
い
こ
と
も
あ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
お
い
て

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
に
つ
い
て

の
配
慮
が
と
り
わ
け
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
合
理
的
配
慮
は
、
障
害
者

個
々
人
の
個
々
の
場
面
で
生
じ
る
個
別
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ

の
前
段
階
と
し
て
、
障
害
者
と
の
話
合
い
に
よ

り
、
そ
の
能
力
発
揮
を
妨
げ
る
個
別
の
障
壁
を

把
握
し
、
事
業
主
の
負
担
と
す
り
合
わ
せ
な
が

ら
、
提
供
す
る
配
慮
の
内
容
を
障
害
者
と
合
意

す
る
、
建
設
的
な
「
対
話
」
の
プ
ロ
セ
ス
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
合
理
的
配
慮
と
は
、
障
害
者
の
一

方
的
な
配
慮
要
求
に
事
業
主
が
応
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
事
業
主
が
当
事
者

の
希
望
に
か
か
わ
ら
ず
に
画
一
的
な
配
慮
を
押

し
付
け
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
障
害
者
と

事
業
主
の
「
対
話
」
に
よ
る
共
同
作
業
に
よ
っ

て
作
り
上
げ
る
も
の
な
の
で
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
に
お
け
る
合
理
的
配
慮

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言
や
外
出
自
粛
要

請
な
ど
に
よ
り
、
日
本
の
企
業
で
も
テ
レ
ワ
ー

ク
が
急
速
に
広
が
り
ま
し
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
に
よ
り
、
障
害
者
の
働

く
機
会
が
拡
大
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

何
よ
り
も
、「
通
勤
」
と
い
う
移
動
の
負
担
や
、

「
職
場
」
と
い
う
物
理
的
な
制
約
が
無
く
な
る

こ
と
は
、
車
い
す
利
用
者
な
ど
の
身
体
障
害
者

に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
騒
音
、
人
の
密
集
や

対
人
関
係
を
苦
手
と
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い

具
体
的
に
は
、
分
か
り
や
す
く
明
確
な
言
葉

を
選
び
、
音
声
と
文
字
の
両
方
で
、
さ
ら
に
図

を
用
い
る
な
ど
し
て
丁
寧
に
説
明
す
る
と
か
、

画
面
を
通
し
て
で
も
よ
い
の
で
、
顔
を
見
な
が

ら
言
葉
を
交
わ
す
と
か
、
何
か
対
象
物
が
あ
る

な
ら
そ
れ
を
画
面
上
で
提
示
し
な
が
ら
話
す
、

あ
る
い
は
、
現
物
を
送
っ
て
手
元
に
あ
る
状
態

で
話
す
こ
と
な
ど
の
工
夫
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

障
害
者
を
テ
レ
ワ
ー
ク
で
雇
用
す
る
各
企
業

で
は
、
各
種
ウ
ェ
ブ
ツ
ー
ル
を
利
用
し
て
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま

す
。例

え
ば
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
や
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

Ｍ

ｅ
ｅ
ｔ
の
ビ
デ
オ
会
議
で
の
打
合
せ
で
顔
出

し
に
し
て
様
子
を
見
た
り
、
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
の

ス
テ
イ
タ
ス
で
状
況
を
把
握
し
た
り
、
Ｓ
ｋ

ｙ
ｐ
ｅ
で
雑
談
し
た
り
と
い
っ
た
も
の
で
す

が
、
い
ず
れ
も
、
小
さ
な
「
窓
」
を
で
き
る

だ
け
広
げ
、「
言
葉
」
に
よ
る
伝
達
を
補
完

す
る
た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

「
対
話
」
が
促
進
す
る
合
理
的
配
慮

前
述
の
と
お
り
「
対
話
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
経

る
こ
と
で
は
じ
め
て
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る

合
理
的
配
慮
で
す
か
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
な
れ

ば
、
遠
隔
で
行
う
「
対
話
」
の
重
み
は
さ
ら
に

増
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
「
障
害
」
と
は
、心
身
の
“
機
能
”

の
障
害
で
す
か
ら
、
周
囲
か
ら
は
分
か
り
に
く

い
も
の
で
す
。
そ
の
仕
事
を
す
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
「
社
会
的
障
壁
」
が
あ
る
の
か
、
ど
う

す
れ
ば
そ
れ
を
解
消
で
き
る
の
か
、
障
害
者
本

人
に
も
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で

す
。事

業
主
か
ら
「
対
話
」
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け

る
合
理
的
配
慮
を
提
供
し
な
け
れ
ば
、
他
に
必

要
と
す
る
配
慮
の
提
供
に
ま
で
至
ら
な
い
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
仕
事
の
支
障
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
な
い
か
尋
ね
、
遠
慮
な
く
相
談
す
る
よ

う
に
促
す
な
ど
、
事
業
主
が
「
対
話
」
を
率
先

し
て
行
い
、
信
頼
関
係
を
育
む
努
力
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
の
よ
う
な
外
部
支
援
者
や
障

害
者
雇
用
に
取
り
組
む
他
社
か
ら
、「
対
話
」

の
た
め
の
助
言
や
支
援
を
得
る
こ
と
も
有
益
で

し
ょ
う
。

障
害
者
へ
の
合
理
的
配
慮
の
提
供
に
は
、
多

様
な
個
性
が
あ
る
労
働
者
の
能
力
を
有
効
に
発

揮
さ
せ
る
た
め
に
講
じ
る
と
よ
い
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
を
発
見
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

障
害
者
雇
用
を
超
え
て
、
普
遍
的
な
価
値
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

多
く
の
企
業
に
と
っ
て
新
し
い
働
き
方
で
あ

る
テ
レ
ワ
ー
ク
に
適
応
す
る
た
め
、
テ
レ
ワ
ー

ク
に
よ
る
障
害
者
雇
用
の
経
験
が
活
か
さ
れ
る

は
ず
で
す
。

自宅等でテレワークを行う際の作業環境整備
　　　（「テレワークではじめる働き方改革　テレワークの導入・ 
　　　　運用ガイドブック」（厚生労働省）掲載図をもとに作成）



27 26

リモートでもその場にいるような
コミュニケーションを可能にした
感情表現豊かな分身ロボット

「移動」（外に出かける）、「対話」（意思の疎通を行う）、「役割」（仕事をする）
などの課題をテクノロジーで解決し、これからの時代の新たな「社会参加」実
現のために開発された分身ロボットが、障害者雇用の場でも活躍を始めている。

支援機器 OriHime ｜オリヒメ 株式会社オリィ研究所／アバターギルド　https://avatarguild.com/1

O
オ リ ヒ メ

riHime と O
オ リ ヒ メ - デ ィ ー

riHime-D

「OriHime」は、株式会社オリィ研究
所（以下「オリィ研」）が開発・提供する
分身ロボット。入院中や身体障害など、
移動に制約のある人がインターネットを
介して遠隔で操作し、「まるでその場に
いる」ようなコミュニケーションを実現
します。

OriHime には、全長 23cm の小型の
「OriHime」と、全長 120cm の「OriHime-

Ｄ」の２種があり、共にカメラ・マイク・
スピーカーを搭載し、OriHime を通して

「見る」「話す」「聞く」が可能となります。
小 型 の OriHime は、 音 声会 話 に 加

え、頭を回したり、腕を動かすことで感
情表現ができるモデル。「まるでその場
にいる」という感覚を、操作する人と
OriHime のそばにいる人との双方向で
共有できます。

OriHime-D は、移動可能で、モノを
運んだり誘導したりといった、身体労働
を伴う業務を行えるモデル。例えばカ
フェや店舗での接客や作業現場を見回
りながら指示出しするなどの業務も可能
です。

OriHime で職場へ「出勤」

パソコンやスマホから操作できる分身
ロボットなので、外出困難な重度身体
障害者や人混みが苦手という障害でも、
通勤や就労場所の制限がなくなり、活
動の場が広がります。

小型の OriHime であれば、移動を伴
う営業や打ち合せへの「同行」も可能。
さらに、前出のカフェや店舗での接客の
ほか、学校や企業等でのセミナーの講
師、SNS を使った広報業務など、単純
な作業というイメージではなく、実にさ
まざまな分野の業務をこなせるのです。

１台の OriHime に複数の操縦者

OriHime の操縦者＝「パイロット」と
なる就労者の登録はアプリをダウンロー
ドして ID・パスワードを入力するのみ。
つまり１台の OriHime に対して、複数の
障害者が入れ替わって働くことも可能で
す。複数のタスクを 1 台でこなせるので
無駄がありません。ちなみに OriHime
の導入にあたっては、オリィ研から機器
をレンタルします。

カフェでの就労体験からスタート

外出困難な障害者に活用してもらう
上での就労体験の場も提供されていま
す。現在、OriHime を用いて就労してい
る人の多くは、オリィ研が募集する分身
ロボットのパイロットとして登録し、「分
身ロボットカフェ」（現在は不定期開催）
での就労体験から始めるケースが多い
そう。カフェには、同じく遠隔で働く先
輩リーダーやスタッフが指導やアドバイ
スを行うなど、働く意欲のある障害者へ
のサポート体制も整えられています。

物理的環境に左右されない

また、オリィ研の坂下翔さんは「Ori 
Hime なら、働く場所のハード面のバリ
アや通勤は問題ではなくなり、より多く
の障害者の就労の場が広がります」とメ
リットを挙げます。出社を前提とした場
合、エレベーターやトイレといったハー
ド面での整備も必要ですが、この点で
も導入のハードルは下がります。

分身ロボットとパイロットの活躍が、
新たな就労の形と喜びを広げています。

聴覚障害や言語環境の違いを
音声の「テキスト化」でサポートする
コミュニケーションアプリ

音声認識で会話を即座に文字化

「UD トーク」は、バリアフリーよ
りも広義な、ユニバーサルデザインと
いう概念に基づき開発されたスマート
フォン向けアプリです。スマートフォ
ンに向けて話した内容がテキスト化さ
れ、画面に表示されます。実際にこの
アプリを使って聴覚障害者と会話を始
めると、スマートフォンに向かって話
しかけた言葉が、まるでチャットのよ
うにリアルタイムで、相手のスマート
フォンに文字で表示されます。

また、日本語だけでなく、150 以上
の言語にも対応しているので、言語が
異なる相手とのコミュニケーションに
も利用できます。

さらに、読み仮名の表示やかな混じ
りのレベルも指定できるので、小学生
や日本語を学習中の外国人にも使いや
すく、あらゆる会話の「見える化」を
可能にしています。

こうした機能を活用することで、UD
トークは次の３つのコミュニケーショ
ンを実現できます。

①「音声認識＋音声合成」機能を使った
視聴覚障害者間コミュニケーション

②「多言語音声認識＋翻訳」機能を
使った多言語コミュニケーション

③「漢字かな変換や手書き」機能を
使った世代間コミュニケーション

聴覚障害のある社員との 
コミュニケーションが円滑に

聴覚障害のある社員とのコミュニ
ケーションに UD トークを活用してい
る株式会社ミライロでは「手話ができ
ない社員でも、業務上の打合せから、
会議、雑談まで、アプリを活用して積
極的に会話しています。そして、表示
された会話がすべてテキストデータで
残るので、議事録の作成もずいぶん楽
になりました」と好評。また、当初懸
念事項であった機能が、かえって功を
奏したというエピソードも。「スマホ
ではあらゆる会話を拾ってしまいます
から、必ず一人ずつ、自分の名前を言っ
てから発言するといったルールを設け
ました。すると文字になった時の分か
りやすさを意識するので、内容を整理
してから話すようになりました。いつ
の間にか、会議の効率化にもつながっ
ています」。

他の導入企業からは、「会議での発言
がリアルタイムで見えるので自分も積
極的に発言できるようになった」、「簡
単な雑談でも使えるため、会話の機会
が増えた」といった聴覚障害のある社
員の声も寄せられています。

それぞれの業界にある独特の用語を
登録するなどカスタマイズも可能で、そ
の会社やグループならではの円滑なコ
ミュニケーションにも寄与しています。

Zoom × UD トークで 
テレワークも快適に

最近のトピックスとして、コロナ禍
で一気に普及した Zoom との連携機能
があります。Zoom の音声をスマホに入
れて、UD トークで音声認識した結果を
Zoom 画面に字幕として表示することが
できます。この機能により、オンライ
ン会議の増加など変化する環境下でも、
意思の疎通が図りやすくなりました。

UD トークは、会話の見える化によっ
て、聴覚障害のある社員にとっての利
便性の向上はもちろん、コミュニケー
ションの不安感払しょくに資するツー
ルといえるでしょう。

「Ｕ D トーク」は、コミュニケーションの「UD ＝ユニバーサルデザイン」を支援
するためのアプリ。会話を即座に文字に変換し、聴覚障害者とのコミュニケーショ
ンを円滑にする。

UD トーク｜ユーディートーク2支援機器

取材協力：株式会社ミライロ　https://www.mirairo.co.jp/

UD トーク フェイス to フェイスの打合せや会議はもちろん、Zoom との連携でテレ
ワークの快適性も向上。

遠隔からの操作なのに、まるでそこにその人がいるかのように存在する OriHime。企業の受付
やカフェなどで活躍する OriHime-D。分身ロボットの使い方、働き方の可能性は広がっている。

小型の OriHime
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雇用ではない働き方
「在宅就業 」で働くということ

在
宅
就
業
、い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

と
し
て
働
く
こ
と

企
業
と
雇
用
契
約
を
結
ん
で
働
く
以
外
に
、

重
度
障
害
や
難
病
の
あ
る
方
で
、
短
時
間
し

か
働
け
な
か
っ
た
り
介
護
な
ど
で
時
間
が
不

規
則
だ
っ
た
り
す
る
場
合
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

と
し
て
在
宅
で
働
く
「
在
宅
就
業
」
と
い
う

働
き
方
が
あ
り
ま
す
。

企
業
と
の
雇
用
契
約
に
基
づ
か
ず
に
、
自
宅

や
福
祉
施
設
な
ど
で
働
け
る
た
め
、
障
害
の
状

態
や
体
調
、習
得
し
た
ス
キ
ル
な
ど
、そ
の
時
々

の
自
分
の
状
況
や
希
望
に
合
わ
せ
た
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
な
就
業
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

仕
事
を
受
注
す
る
方
法
と
し
て
は
、
企
業

や
顧
客
か
ら
直
接
受
注
す
る
ほ
か
に
、
仲
介

事
業
者
を
介
し
て
受
け
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
障
害
者
の
場
合
に
は
、「
在
宅
就
業
支
援

団
体
」
を
通
じ
て
受
注
す
る
と
い
う
方
法
が

あ
り
ま
す
。

在
宅
就
業
支
援
団
体
と
は

　
在
宅
就
業
支
援
団
体
は
、
企
業
と
在
宅
で
働

く
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
障
害
者
と
の
仲
介
を
行
う

団
体
で
、
都
内
で
は
社
会
福
祉
法
人
東
京
コ
ロ

ニ
ー
等
が
あ
り
ま
す
※
。
こ
れ
ら
の
団
体
は
、

企
業
と
障
害
者
の
二
者
間
で
仕
事
の
受
発
注
の

調
整
や
報
酬
の
支
払
い
等
を
行
う
ほ
か
、
業
務

を
適
切
に
行
う
た
め
の
職
業
講
習
や
情
報
提
供

等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

鹿久保 芹菜さん （脊髄性筋萎縮症 ）

　2015 年 3 月に東京コロニーのＩＴ技術者養成講座
を修了し、その年の９月から義肢装具の事業所からの
請負で働いています。装具製作に関する手書きの情報
をＰＣで文書に起こし、メールで送信します。はじめ
は手書き文字が読み取りにくかったり、製品型番や専
門用語があったりして苦労しましたが、慣れると１枚
１時間ほどで仕上げられるようになりました。
　私の障害は筋肉が衰えていく病気で、日常をベッド
で過ごし、呼吸器も利用しています。作業には指の小
さな動きでＰＣを操作できる「ワンキー・マウス」と
いう支援機器を使っています。

在宅で書類作成業務を 
請け負う

　仕事は主に午前中の２時間程度。午後は訪問看護
や入浴サービスにあてています。
私は、目標だった在宅就業を叶えることができまし
た。障害があっても、夢を諦める必要はありません。
これからもフリーランスとして、自分のペースで仕
事に取り組んでいきます。

取材協力：社会福祉法人 東京コロニー ＩＴ事業本部職能開発室　所長 堀込真理子氏

※在宅就業支援団体について　https://www.challenge.jeed.go.jp/index.html

当事者の状態をグラフで「見える化」
変化を捉えて定着につなげる
ウェブ上のオンライン日報システム

当事者が利用者目線で開発した
ウェブ日報システム

「SPIS（エスピス＝ Supporting People 
to Improve Stability）」は、精神・発達
障害のある方やメンタル不調の方が、
障害特性、日々の変化、現在の状況に
合わせて、自身で評価項目などをカス
タマイズでき、より簡便に入力、共有
ができるウェブ日報システムです。

誕生のきっかけは、Web 業務シス
テムの開発などを手がける「株式会社
奥進システム」が、就労移行支援事業
所での訓練を受けた精神障害者を雇用
したこと。自社で従来から運用してい
た業務日報や就労移行支援事業所での
訓練日誌などをヒントとして当事者と
ともに開発。実際に就労している方の

「自らの視点」が反映されているので、
当事者にとって使いやすいシステムと
なっています。

体調面、精神面の状態を日々、 
簡単なフォームの日報に入力

フォームの入力は、障害者が日々自
分のコンディションと服薬の状況、一

日の感想を記録することが基本。当事
者評価項目は、生活面・社会面・仕事
面などの視点から設定し、「よい―よ
くない」を 4 段階で入力します。

SPIS の特徴のひとつは、この評価項
目を当事者本人が自分に “ しっくりく
る ” 表現で設定できることにあります。
当事者自身の感覚に添う表現ながら、
言語化・数値化されるため、自己開示
に客観性を与えることができます。

自己評価点の推移を 
グラフ表示機能で「見える化」

さらに日報データは、時系列のグラ
フで「見える化」。自己評価点がグラ
フで見えることで、体調面・精神面の
アップダウンが一目瞭然となります。
季節や月毎、週の流れやその時の出来
事による変化もとらえられるので、客
観的な自己理解が進み、当事者の自己
管理能力向上が期待されます。　

この「見える化」は、当事者はもち
ろん企業担当者、支援者にとっても重要
で、客観的なデータを基に、当事者の気
持ちに寄り添いながら声かけがしやす
くなるといったメリットが生まれます。

自由記載コメント欄で 
日々の出来事や感情を共有

さらに当事者と関係者との関係を円
滑にするのが「自由記載コメント欄」
です。職場で起きたことや感じたこと
を自由に記入し、これに対して企業担
当者や、臨床心理士・精神保健福祉士
といった支援者がコメントを書きこむ
ことで、三者間での「対話」が行われ
ます。当事者は「見守られている」と
いう安心感を得て自己開示ができるよ
うになり、一方で企業担当者は障害の
特性への理解を深めることができ、カ
ウンセリングやコーチングスキルも向
上します。

職種や企業規模によらず導入可能

SPIS は日報がベースなので、事務職
や清掃等の現場作業、テレワークなど、
職種や就労場所に関係なく、さまざまな
企業で利用が可能です。実際に、2012
年のシステム提供開始以降現在までに、
官公庁や大手企業、中小企業のほか、特
例子会社や社会福祉法人など、150 社
以上、800 名以上に利用されています。 

障害者雇用にあたって企業が苦心することのひとつに、就労の継続、定着がある。
就労定着支援のツールのひとつとして、当事者、企業担当者、外部支援者の三者
連携で就労を支えるウェブ日報システムを紹介する。

当事者本人が設定する評価項目をグラフ化し、“ 見える化 ” できるのが、SPIS
の特徴。

本人に「しっくりくる」表現を用いる評価項目

支援機器 SPIS ｜エスピス3

取材協力：Vfoster（特定非営利活動法人全国精神保健職親会）https://www.vfoster.org/　　一般社団法人 SPIS 研究所　https://www.spis.jp/
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所  在  地
設　　 立
従 業 員 数
事 業 内 容
障害のある 
社員の　　 
業 務 内 容

建
設
、
不
動
産
管
理
業
務
を
全
国
展
開
す

る
大
東
建
託
株
式
会
社
の
特
例
子
会
社
で
あ

る
大
東
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

で
は
、「
Ｒ
Ｐ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
」
と
し
て
、

発
達
障
害
、
精
神
障
害
の
方
を
雇
用
。
職
域

の
開
拓
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
し
い
職
域
開
拓
の
裏
に
確
か
な
適
性

Ｒ
Ｐ
Ａ
は
「
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
」
の
略
で
、
定
型
業
務

を
ロ
ボ
ッ
ト
に
自
動
処
理
を
し
て
も
ら
う
仕

組
み
の
こ
と
で
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
障
害
者
に
担
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
を
代

表
取
締
役
社
長
の
福
田
和
宣
さ
ん
は
「
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
、
事
務
の
合
理
化
が
進
み
、
障

害
の
あ
る
社
員
が
こ
れ
ま
で
担
当
し
て
い
た

デ
ー
タ
入
力
や
定
型
的
処
理
な
ど
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
な
ら
ば
、
共
に
新
た
な
仕

事
を
創
っ
て
い
こ
う
と
考
え
た
の
で
す
」
と

語
り
ま
す
。

新
し
い
領
域
へ
の
挑
戦
に
は
裏
付
け
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
最
新
技
術
の
習
得
や

集
中
力
な
ど
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
求
め
ら
れ

る
適
性
に
、
興
味
の
あ
る
こ
と
へ
の
集
中
力

や
あ
い
ま
い
さ
が
苦
手
と
い
っ
た
精
神
・
発

達
障
害
の
特
性
が
対
応
す
る
と
い
う
こ
と

が
、
そ
れ
ま
で
の
障
害
者
雇
用
の
経
験
か
ら

得
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

Ｒ
Ｐ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
人
材
教
育

こ
う
し
た
適
性
を
生
か
す
た
め
に
、
雇
用

に
あ
た
っ
て
は
、
Ｉ
Ｔ
系
に
強
く
Ｒ
Ｐ
Ａ
ス

キ
ル
が
習
得
で
き
る
支
援
機
関
と
連
携
し
て

い
ま
す
。

社
内
で
の
人
材
育
成
の
た
め
に
策
定
さ
れ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
９
つ
の
「
レ
ベ
ル
」
で

構
成
さ
れ
、
訓
練
課
程
か
ら
業
務
経
験
や
研

修
修
了
と
い
っ
た
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
、
運
用

業
務
を
手
掛
け
ら
れ
る
レ
ベ
ル
４
、
グ
ル
ー

プ
会
社
の
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
開
発
に
関
わ
れ
る
レ
ベ

ル
５・
６
、
技
能
検
定
の
合
格
を
経
て
、
高

度
な
保
守
業
務
も
可
能
と
な
る
レ
ベ
ル
７
、

そ
し
て
、
レ
ベ
ル
８・
９
で
は
Ｓ
Ｅ
へ
の
道

も
開
か
れ
ま
す
。
明
確
な
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

の
道
筋
が
見
え
る
こ
と
で
、
自
身
の
現
在
の

ス
キ
ル
と
向
き
合
い
な
が
ら
意
欲
を
高
め
ら

れ
る
仕
組
み
で
す
。
こ
れ
ら
は
業
務
時
間
内

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
、
残
業
な

ど
の
負
荷
を
か
け
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て

い
ま
す
。

支
援
機
関
な
ど
で
訓
練
を
受
け
、
あ
る
程

度
の
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
や
経
験
を
持
つ
人
に
つ
い

て
は
レ
ベ
ル
４
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
プ
ロ
グ

ラ
マ
ー
職
を
希
望
す
る
既
存
社
員
の
場
合
に

は
、
年
１
回
の
選
抜
試
験
に
合
格
す
れ
ば
基

礎
訓
練
の
レ
ベ
ル
２
か
ら
取
り
組
め
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
労
務
管
理

現
在
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
開
発
部
門
で
働
く
の
は
、

発
達
障
害
４
名
、
気
分
障
害
３
名
の
７
名
の

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
。
Ｓ
Ｅ
１
名
＋
プ
ロ
グ
ラ

マ
ー
２
名
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
Ｓ
Ｅ
が
親
会

社
と
案
件
を
打
合
せ
の
う
え
設
計
、
プ
ロ
グ

ラ
マ
ー
は
そ
の
指
示
の
も
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
に
専
念
し
て
い
ま
す
。　

出
社
は
２
週
に
１
回
、
コ
ア
タ
イ
ム
11
～

15
時
の
フ
レ
ッ
ク
ス
。
毎
日
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
も
リ
モ
ー
ト
で
行
い
、
Ｓ
Ｅ
は
、
業
務
上

の
確
認
の
ほ
か
、
髪
型
、
服
装
、
顔
色
な
ど

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
体
調
を
訊
き
、
何
か
あ
れ

ば
社
内
専
門
相
談
員
へ
報
告
す
る
と
い
っ
た

フ
ォ
ロ
ー
も
行
い
ま
す
。
業
務
中
は
、
根
を

詰
め
す
ぎ
な
い
よ
う
に
休
憩
指
示
を
す
る
こ

と
も
あ
る
と
言
い
ま
す
。

中
立
的
な
専
門
相
談
員
の
存
在

専
門
相
談
員
で
も
あ
る
雇
用
推
進
室
の
松

原
史
明
課
長
は
、「
表
情
や
生
活
の
リ
ズ
ム

な
ど
を
細
か
く
把
握
し
な
が
ら
、
ち
ょ
っ
と

し
た
変
化
を
見
逃
す
こ
と
な
く
フ
ォ
ロ
ー
す

る
こ
と
が
必
要
」
と
指
摘
。
精
神
保
健
福
祉

士
の
資
格
を
活
か
し
た
月
１
回
の
面
談
を
実

施
し
、
Ｓ
Ｅ
側
か
ら
の
質
問
や
要
望
を
伝
え

つ
つ
、
体
調
面
、
障
害
特
性
に
よ
る
仕
事
の

や
り
づ
ら
さ
な
ど
を
聞
き
取
り
ま
す
。

「
同
僚
や
上
司
に
言
い
づ
ら
い
こ
と
を
話
せ

る
仕
組
み
が
あ
っ
て
Ｒ
Ｐ
Ａ
チ
ー
ム
全
体
と
し

て
も
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て

い
ま
す
」（
福
田
社
長
）。「
第
三
者
」
と
も
い

え
る
相
談
員
が
い
て
こ
そ
の
円
滑
さ
で
す
。

欲しい人材を養成している 
支援機関とつながる
ＲＰＡ推進課立上げに際し、ＩＴスキル、ＲＰＡプログラマー
を育成している支援機関をネットで検索、複数社訪問する中
で、WinActor（国内シェアでトップのＮＴＴグループが開発
したＲＰＡのソリューションツール）を使ったＲＰＡプログラ
マー養成という条件に合致した就労移行支援事業所アーネ
ストキャリアと連携開始。求人を出し、興味を持ってくれた
方の中で、WinActor の上級コースを修了した方やＩＴスキ
ルの高い方に実習に来てもらい育成プログラムに参加しても
らいました。現在は４ヶ所の支援機関と提携しています。

品質向上に向けた 
実力の把握とスキルアップ
システム会社に同じ条件のＲＰＡを作ってもらい、社内作成
のものと比較し実力を測定。この比較によりスピード、ユー
ザビリティなどの実力、弱みを把握し、強化ポイントを明確
にしました。個々のスキルアップに向けては、WinActor の
RPA 技術者検定をはじめ、IT パスポート試験（IP）、基本
情報技術者試験（FE）、応用情報技術者試験（AP）といっ
た資格取得を奨励。取得者には手当を支給しています。課
全体のレベルアップとして、ナレッジの共有化や、課内勉強
会を実施。課内勉強会ではプログラムなどのプレゼンをもと
に、意見交換や情報共有を図っています。

外
販
拡
大
へ
向
け
て

福
田
社
長
は
「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
あ
る
に

せ
よ
、
親
会
社
の
新
規
の
Ｒ
Ｐ
Ａ
化
は
、
あ

と
数
年
で
終
わ
り
ま
す
。
数
年
後
に
は
、
技

術
力
を
上
げ
て
、
外
販
へ
打
っ
て
出
た
い
」

と
今
後
に
目
を
向
け
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

さ
ら
な
る
品
質
向
上
が
必
要
で
、
す
で
に
取

り
組
ん
で
い
る
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し
成
長
の
意

欲
に
も
応
え
て
い
ま
す
。

変
化
は
逆
風
で
は
な
く
常
識
を
変
え
る
好

機
。
Ｒ
Ｐ
Ａ
と
い
う
新
し
い
領
域
へ
の
挑
戦

に
よ
り
障
害
者
雇
用
の
あ
り
方
に
も
新
し
い

道
が
見
え
て
き
ま
す
。

大東コーポレートサービス株式会社（大東建託株式会社 特例子会社）

東京都品川区東品川二丁目 2 番 8 号
2005 年
400 名（うち障害者 94 名）（※ 2021 年１月 1 日時点）
事務作業、シェアードサービス業務、名刺作製、看板製作、チラシ・パンフレット等の印刷、図面製本、メールセンターの運営管理　他
シェアードサービス、RPA 開発、事務サービス、印刷・デザイン、ものづくり、メールセンター

Ｓ
さ
ん
（
２
０
１
９
年
入
社
）

高
め
の
目
標
設
定
が
、
い
い
意
味
で
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
在
宅

勤
務
で
も
朝
夕
の
進
捗
確
認
が
あ
る
の
で

安
心
。
お
客
様
に
寄
り
添
っ
た
も
の
づ
く

り
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
の
で
、
今

後
も
着
実
に
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｉ
さ
ん
（
２
０
２
０
年
入
社
）

課
長
が
方
向
性
や
目
標
を
明
示
し
、
ベ

テ
ラ
ン
Ｓ
Ｅ
が
明
確
な
開
発
案
件
を
つ
く

り
、
私
た
ち
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が
集
中
し
て

開
発
に
取
り
組
む
と
い
う
立
場
や
役
割
を

明
確
に
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
迷
い
が

な
く
、
業
務
に
取
組
め
て
い
ま
す
。

ＲＰＡ開発体制

レベルに応じた人材育成

課内勉強会

05
障害特性を活かした職域開拓
９段階の「ＲＰＡプログラマー」
育成システム

大東コーポレートサービス
株式会社

その他サービス業
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所  在  地
設　　 立
従 業 員 数
事 業 内 容
障害のある 
社員の　　 
業 務 内 容

業
務
用
複
合
機
な
ど
の
中
古
Ｏ
Ａ
機
器

の
販
売
を
中
心
に
事
業
を
展
開
す
る
リ
ベ

ラ
ル
株
式
会
社
は
、
重
度
を
含
む
知
的
障

害
の
あ
る
社
員
が
中
心
と
な
っ
て
機
器
の

清
掃
・
修
理
な
ど
を
行
い
、
特
例
子
会
社

に
は
珍
し
く
売
上
の
大
部
分
を
外
部
販
売

で
占
め
て
い
ま
す
。

同
社
の
人
材
育
成
お
よ
び
生
産
性
向
上

の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
、
ク
ラ
フ
ト
マ
ン

シ
ッ
プ
事
業
部 

管
理
課
課
長 

佐
久
間
賢
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

知
識
も
経
験
も
ゼ
ロ
の
状
態
か
ら 

「
の
ん
き
、
根
気
、
元
気
」
で
指
導

会
社
設
立
前
の
２
０
０
７
年
、
親
会
社

の
人
事
部
に
在
籍
し
て
い
た
佐
久
間
さ
ん

は
、
障
害
者
雇
用
率
が
満
た
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
役
員
と
共
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
か
ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ

を
機
に
障
害
者
雇
用
に
本
腰
を
入
れ
始
め

ま
し
た
が
、
知
識
も
経
験
も
全
く
な
い
佐

久
間
さ
ん
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
指
導
を
仰
ぐ
毎
日
で
し
た
。

そ
の
翌
年
、
親
会
社
よ
り
転
籍
し
た
佐

久
間
さ
ん
と
上
司
、
障
害
の
あ
る
社
員
５

人
の
７
人
で
同
社
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

当
時
、
指
導
や
教
育
が
思
う
よ
う
に
い
か

ず
焦
っ
て
い
た
佐
久
間
さ
ん
を
変
え
た
の

は
、
江
戸
川
区
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の
方

か
ら
教
わ
っ
た
「
障
害
者
雇
用
に
は
『
の

ん
き
、
根
気
、
元
気
』
が
必
要
」
と
い
う

言
葉
で
し
た
。

じ
っ
く
り
、
丁
寧
に
、
根
気
よ
く
指
導

す
る
こ
と
で
、
社
員
た
ち
の
仕
事
ぶ
り
も

徐
々
に
変
化
し
て
い
き
、
現
在
で
は
お
客

様
か
ら
「
中
古
品
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
に

き
れ
い
」「
新
品
と
変
わ
ら
な
い
」
と
い
っ

た
声
が
寄
せ
ら
れ
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

高
い
外
販
比
率
を
維
持
し 

障
害
者
雇
用
を
推
進

同
社
で
は
、
障
害
者
雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

か
ら
の
「
事
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
は
外
販
比
率
を
上
げ
る
こ
と
」
と

い
う
助
言
を
常
に
心
に
留
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
２
０
１
９
年
、
初
年
度
の
９
倍

以
上
の
売
上
高
を
記
録
し
ま
す
。「
こ
の

売
上
の
伸
び
は
、
障
害
の
あ
る
社
員
の
成

長
ぶ
り
と
頑
張
り
に
比
例
す
る
も
の
だ
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、

佐
久
間
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

同
社
で
は
ラ
イ
ン
作
業
で
は
な
く
セ
ル

作
業
を
基
本
と
し
て
お
り
、
一
人
ひ
と
り

を
多
能
工
に
育
て
る
こ
と
で
、
欠
員
の
カ

バ
ー
か
ら
新
入
社
員
の
教
育
ま
で
任
せ
ら

れ
る
よ
う
育
て
て
い
ま
す
。
現
在
４
つ
あ

る
チ
ー
ム
は
リ
ー
ダ
ー
を
含
め
、
全
員
が

障
害
者
で
、
基
本
的
に
は
彼
ら
だ
け
で
日
々

の
業
務
を
遂
行
し
て
い
ま
す
。

結
果
、
初
年
度
か
ら
の
平
均
外
販
比
率
は

約
85
％
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
外
販
比
率
は
下
が
り
ま

し
た
が
、
ま
だ
外
販
に
よ
る
売
上
高
が
多
く

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
高
い
外
販

比
率
を
維
持
す
る
こ
と
が
、
単
体
で
の
黒
字

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
黒
字
で
な
け
れ

ば
、
障
害
者
雇
用
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く

こ
と
も
難
し
く
な
る
の
で
、
外
販
率
を
意
識

す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
、
同
社

で
は
考
え
て
い
ま
す
。

正
社
員
雇
用
と
明
確
な
目
標
設
定
で 

仕
事
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

同
社
で
は
雇
用
形
態
を
正
社
員
に
一
本

化
し
て
い
ま
す
。「
正
社
員
で
雇
用
さ
れ
た

の
だ
か
ら
、
責
任
を
も
っ
て
仕
事
に
取
り

組
も
う
」
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
で
結

束
力
が
強
ま
り
、
そ
れ
が
業
績
ア
ッ
プ
を

も
た
ら
し
、
ひ
い
て
は
社
員
の
定
着
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
社
で
は
「
障
害
が
あ
る
か
ら

仕
方
な
い
」
と
い
う
理
由
に
よ
る
「
で
き

な
い
」
と
い
っ
た
類
の
言
葉
を
安
易
に
受

け
入
れ
る
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ

な
ら
、
障
害
が
あ
っ
て
も
根
気
よ
く
育
て

る
こ
と
で
優
れ
た
能
力
を
発
揮
す
る
人
た

ち
を
多
数
見
て
き
た
か
ら
で
す
。
毎
月
の

生
産
目
標
台
数
を
設
定
し
て
、
目
指
す
も

の
を
明
確
に
し
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
社
員

全
員
が
本
気
で
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
す
。

作業工程を分かりやすくすることで 
新しい職域を開拓
同社では、中古ＯＡ機器の清掃・修理という単純作業ではない業
務を、障害のある社員に任せています。解体の順番や磨く場所の
順番を決めるなど、作業工程を細分化し分かりやすくしました。
例えば複合機なら、どこから解体するか、外したネジやパーツはど
こに保管するか、磨きは上面・正面・側面の順に、といった具合です。
この基本の手順をしっかり覚えてもらい、その質を徹底的に高め
ることで、重度を含む知的障害者の新しい職域を開拓することが
できたのです。

独自のマニュアルと 
技術継承制を活用した人材育成
同社には作業の工程（順番）を徹底的に覚えこむための独自マニュ
アルが存在します。障害特性のタイプ別につくられたものが複数
種用意され、さらに使う人の特性に応じたさまざまな工夫も付け
加えられているため、社員は楽しみながら、確実に仕事を覚えこ
むことができます。
それに加えて、知的障害のある先輩社員が同じ障害の後輩社員
を教えるという体制をとっており、つきっきりで指導にあたります。
道具の選び方や使い方から、清掃するものの素材と汚れの種類に
よって、布、ブラシ、またはスポンジのどれを選ぶか、溶剤を使
うのはどういう場合なのかなどを、実際に手を動かして教えこんで
います。

外
部
機
関
と
の
連
携
を
大
切
に

同
社
で
は
「
障
害
者
の
仕
事
ぶ
り
を
世

の
中
へ
拡
め
る
」
と
い
う
企
業
理
念
に
基

づ
き
、
見
学
や
実
習
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。
社
会
か
ら
の
理
解
を
得
る

に
は
障
害
者
の
仕
事
に
対
す
る
真
剣
な
眼

差
し
や
仕
事
ぶ
り
を
実
際
に
見
て
も
ら
う

の
が
一
番
。

そ
し
て
、
地
域
に
開
か
れ
、
地
域
に
頼

ら
れ
る
存
在
に
な
る
こ
と
が
、
障
害
の
あ

る
社
員
の
仕
事
ぶ
り
を
世
の
中
へ
拡
め
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
、

特
別
支
援
学
校
や
福
祉
作
業
所
と
連
携
し

て
い
る
の
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に
助
け
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

リベラル株式会社（ラディックス株式会社 特例子会社）

東京都江戸川区西葛西 3-8-18
2008 年
35 名（うち障害者 26 名）※ 2021 年 3 月現在
OA・通信機器販売事業、中古 OA 機器リファイニング事業、インターネット通信事業、印刷事業
中古ＯＡ機器（ビジネスホン・複合機等）の清掃、複合機メンテナンス、複合機修理、PC データ消去、
名刺・チラシ印刷　等

クラフトマンシップ事業部
管理課長 佐久間 賢 さん

清掃の手順が分からない社員用／清掃一工程
ごとに確認する手順書

目標未達の社員用／大好きな電車路線図にな
ぞらえ一日の作業目標を示す

チームの中で、作業毎にリーダーに確認をし
てもらう

電話機一台を解体し、細部まで磨き上げる

複合機の内部を徹底的に清掃する

06
教え合いで技術を磨き、
日本一きれいな中古OA機器を創る
職人集団

リベラル
株式会社

製造業



社
員
の
声

35 34

所  在  地
設　　 立
従 業 員 数
事 業 内 容
障害のある 
社員の　　 
業 務 内 容

代
表
取
締
役
社
長
の
奥
村
博
和
さ
ん
が
、

グ
ル
ー
プ
の
特
例
子
会
社
で
の
経
営
経
験

か
ら
導
入
し
た
、
障
害
者
を
短
時
間
で
雇

用
す
る
と
い
う
取
組
み
。
２
０
１
９
年
10

月
に
開
始
以
来
、
会
社
全
体
の
業
務
改
善

と
障
害
者
雇
用
の
促
進
と
い
う
両
面
で
着

実
に
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

短
時
間
の
雇
用
を
始
め
た

２
つ
の
理
由

奥
村
社
長
は
「
人
手
不
足
」
と
い
う
経

営
課
題
と
、
自
身
が
思
う
障
害
者
が
働
く

上
で
の
「
あ
る
べ
き
姿
の
実
現
」
と
い
う

２
つ
の
テ
ー
マ
が
導
入
の
背
景
に
あ
る
と

言
い
ま
す
。

「
当
社
は
、
３
６
５
日
24
時
間
稼
働
。
特

に
夜
間
や
現
場
で
の
人
手
不
足
が
あ
り
、

以
前
か
ら
熟
練
者
雇
用
と
し
て
定
年
し
た

グ
ル
ー
プ
会
社
の
社
員
、
顧
客
の
Ｏ
Ｂ
な

ど
を
短
時
間
で
雇
用
し
て
い
ま
す
」。

熟
練
者
は
自
分
の
ス
キ
ル
や
経
験
を
尊

重
さ
れ
、
求
め
ら
れ
て
働
く
こ
と
で
、
社

会
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
、
や
り
が
い
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
奥
村
社
長
は
、

障
害
者
も
同
様
に
や
り
が
い
を
見
出
し
て

も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
的
に
も
障
害
者
雇
用
は
推
進
す

る
べ
き
で
す
が
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
は
、
お
膳
立
て
を
す
る
の

で
は
な
く
一
般
の
社
員
と
同
じ
よ
う
な
仕

事
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
す
」。

そ
こ
で
、
障
害
者
が
短
時
間
か
ら
で
も

働
け
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
着
手
し
ま

し
た
。

ま
ず
は
き
っ
か
け
。 

１
年
を
視
野
に
着
実
に

ま
ず
は
週
２
日
、
10
時
間
前
後
か
ら
始

め
ら
れ
、
１
年
後
を
目
安
に
週
20
～
30
時

間
就
労
が
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
。
そ
の

間
は
、
業
務
や
生
活
習
慣
の
指
導
、
健
康

状
態
の
確
認
を
し
つ
つ
、
勤
務
時
間
の
延

長
・
勤
務
日
数
の
増
加
を
本
人
が
申
し
出

る
ま
で
待
つ
「
我
慢
時
間
」
を
設
け
、
自

ら
働
き
た
い
と
い
う
意
思
と
、
自
立
に
向

け
た
目
標
を
定
め
る
こ
と
で
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

健
常
者
と
同
じ
職
域
で
の
活
躍

仕
事
の
内
容
は
、
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ

ル
で
の
開
封
、
パ
レ
ッ
ト
積
の
内
容
・
数

量
確
認
、
方
面
別
仕
訳
、
ロ
ー
ル
ボ
ッ
ク

ス
へ
の
積
み
付
け
、
片
付
け
、
発
送
仕
分

け
と
い
っ
た
現
場
作
業
か
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー

か
ら
上
が
っ
て
く
る
伝
票
入
力
等
の
事
務

作
業
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
い
ず

れ
も
障
害
者
の
た
め
に
用
意
し
た
仕
事
で

は
な
く
、
一
般
の
社
員
が
担
っ
て
い
る
の

と
同
じ
作
業
。
現
在
で
は
一
般
の
社
員
が

残
業
し
て
い
た
分
を
、
短
時
間
で
働
く
障

害
者
が
こ
な
し
て
い
ま
す
。

障
害
者
の
雇
用
が
も
た
ら
し
た 

職
場
の
変
化

お
膳
立
て
は
し
な
い
と
い
っ
て
も
障
害

者
の
就
労
に
あ
た
っ
て
は
合
理
的
な
配
慮

は
必
要
で
し
た
が
、
こ
の
配
慮
が
思
わ
ぬ

形
で
職
場
全
体
の
作
業
環
境
の
改
善
に
結

び
つ
い
た
と
奥
村
社
長
。「
例
え
ば
手
順
書
。

障
害
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
に
手
順
書

を
作
り
ま
し
た
が
、
属
人
的
だ
っ
た
作
業

が
標
準
作
業
と
し
て
整
え
ら
れ
、
障
害
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
規
ス
タ
ッ
フ
へ

の
指
導
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
」。

ま
た
、
通
路
の
整
頓
に
よ
る
現
場
の
環

境
改
善
が
進
ん
だ
ほ
か
、
仕
分
先
標
記
の

見
直
し
で
は
、
漢
字
だ
け
だ
っ
た
標
記
を

番
号
と
の
併
用
に
変
更
し
た
と
こ
ろ
、
障

害
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
の
作
業
が
容
易
に
な

る
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
の
社
員
が
漢
字

と
番
号
の
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
よ
う

に
な
り
誤
仕
分
が
10
分
の
１
に
減
少
す
る

な
ど
、
作
業
品
質
が
向
上
し
ま
し
た
。

効
果
は
職
場
全
体
の
働
き
方
改
革
へ

現
場
で
は
一
般
社
員
と
の
対
面
、
対
話

を
重
視
。
単
に
「
お
疲
れ
様
」
だ
け
で
な

く
「
雨
で
大
変
だ
っ
た
ね
」
と
付
け
加
え

る
な
ど
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
奥
村
社
長
は

大
切
に
し
た
い
と
言
い
ま
す
。「
も
と
か
ら

い
る
社
員
に
は
、
障
害
者
に
ど
う
配
慮
し

て
接
す
れ
ば
よ
い
の
か
戸
惑
う
人
も
い
ま

し
た
。
で
も
お
互
い
に
相
手
の
心
を
知
る

こ
と
が
大
切
」。
障
害
者
も
自
身
の
特
性
や

苦
手
な
こ
と
を
発
信
。
細
や
か
な
日
々
の

対
話
か
ら
当
事
者
の
自
己
認
識
、
充
実
感

が
生
ま
れ
、
一
般
の
社
員
と
も
ミ
ス
を
責

め
ず
、
補
い
合
う
関
係
が
つ
く
ら
れ
、
社

内
風
土
が
改
善
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

働
き
方
改
革
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
も
見

逃
せ
ま
せ
ん
。
短
時
間
の
雇
用
が
軌
道
に

乗
れ
ば
、
障
害
者
は
も
ち
ろ
ん
、
子
育
て

や
家
族
の
介
護
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

週２日、10 時間前後の短時間からのスタート
障害者雇用率制度では、週 20 時間以上の就業をひとつの区切りとしている
ため、障害者を雇用しようとすると、20 時間以上働ける障害者を求めてしま
いがちです。同社では、いわゆる障害者雇用枠ではなく、パート・アルバイト
雇用として障害者を雇用し、20 時間未満からスタートさせています。365 日
24 時間稼働の現場なのでシフトも融通が利き、短時間からはじめられるので
障害者だけでなく、家族の介護をしている人や子育て中の人など、時間に制約
がある人も同様に働くことができます。

週 10 時間から「我慢時間」を経て、 
勤務時間引き上げへ
週 10 時間から始めたとしても、1 年後をめどに週 20 ～ 30 時間へ引き上げ
ていくという共通目標があります。ただし、具体的な時期や数値は決めず、本
人からの勤務時間延長、勤務日増を申し出るのを待つ「我慢時間」を重要視。
ジョブコーチの資格もある奥村社長が、現場での一人ひとりとの対話の中で
作業レベル、生活習慣、体調等を確認し、頃合いを見ながら水を向けます。
自ら申し出た目標なので、モチベーションにつながります。

障害者雇用をきっかけとした職場改善
発送する荷物の仕訳や伝票入力は、障害のあるスタッフのために切り出した
ものではなく、一般の社員が担っているのと同じ作業。その中で合理的なも
のとして障害者のための配慮を行った結果、一般の社員の作業効率も上がり、
全体として生産性、作業品質が向上しました。さらに社員の残業分を短時間
で働く障害者が担うことで、働き方改革にもつながりました。

を
抱
え
た
人
が
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

多
様
な
視
野
、
感
じ
方
を
持
つ
人
が
働
く

こ
と
で
会
社
と
し
て
も
強
く
な
り
ま
す
。

短
時
間
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
。
そ

れ
は
、
障
害
者
に
と
っ
て
の
大
き
な
き
っ

か
け
と
も
な
り
ま
す
。

日通トランスポートサービス株式会社

東京都大田区平和島 2-1-1
1994 年
63 名（うち障害者 7 名）※ 2021 年２月現在
陸運業
発送仕分作業、伝票入力

Ｓ
さ
ん
（
営
業
課
）

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
上
が
っ
て
く
る
伝

票
の
入
力
業
務
を
中
心
に
、
営
業
課
の

庶
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
障

害
に
加
え
て
親
の
介
護
も
あ
り
、
フ
ル

タ
イ
ム
で
は
働
け
な
い
状
況
で
し
た
。

募
集
は
週
５
日
で
し
た
が
、
週
３
日
を

希
望
。
ま
た
、
17
時
か
ら
22
時
と
い
う

時
間
帯
が
不
眠
傾
向
が
あ
る
自
分
に
は

合
っ
て
い
ま
し
た
。
障
害
者
が
働
く
こ

と
に
理
解
が
あ
る
職
場
で
、
急
な
不
調

で
休
む
と
き
に
も
対
応
し
て
も
ら
え
た

し
、
が
ん
ば
り
す
ぎ
て
キ
ツ
い
こ
と
を

言
い
出
せ
ず
に
い
た
と
き
、
気
づ
い
て

声
を
か
け
て
も
ら
え
た
の
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

現
在
は
週
５
日
勤
務
で
、
日
数
が
増

え
た
分
は
現
場
で
の
作
業
。
コ
ロ
ナ
禍

で
通
勤
を
電
車
・
バ
ス
か
ら
自
転
車
に

変
え
た
の
で
す
が
、
通
勤
と
現
場
と
で

体
を
動
か
す
よ
う
に
な
っ
て
体
調
が
安

定
し
て
き
ま
し
た
。
現
場
に
出
る
日
を

増
や
し
た
り
、
一
日
の
勤
務
時
間
を
延

ば
し
た
り
し
て
、
週
30
時
間
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

夕方 17 時から勤務のＳさん（右）

代表取締役社長
奥村 博和 さん

漢字と番号とで併記した仕分先標記

07
取組のポイント

日通トランスポート 
サービス株式会社

陸運業

週２日、10時間から始める
短時間での雇用がもたらす職場改善
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地域で雇用する 
週 15 分からの 
新しく柔軟な働き方

日
本
の
雇
用
制
度
と
雇
用
慣
行
が 

生
む
「
壁
」

日
本
で
は
、
障
害
者
雇
用
の
促
進
に
あ
た
り
、

障
害
者
雇
用
率
制
度
が
中
心
的
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
１
９
７
６
年
の
障
害
者
雇
用
促
進
法

の
改
正
で
、
障
害
者
雇
用
率
の
達
成
が
企
業
に

対
し
て
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の

制
度
で
は
、
雇
用
率
に
カ
ウ
ン
ト
す
る
た
め
に

は
、
1
人
の
障
害
者
が
週
あ
た
り
20
時
間
以
上

働
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
た
と
え

本
人
に
働
く
意
思
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
長
い

時
間
働
く
こ
と
が
難
し
い
場
合
、
法
定
雇
用
率

に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
た
め
、
雇
用
の
対
象
に

な
り
に
く
い
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
労
働
者
の
採
用
時
に
職
務
定
義
が
な

い
こ
と
も
日
本
型
の
雇
用
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

強
い
解
雇
規
制
が
あ
る
た
め
、
労
働
者
は
一
般

的
に
長
期
間
に
わ
た
り
一
つ
の
企
業
で
雇
用
継

続
さ
れ
ま
す
が
、
定
期
的
に
部
署
異
動
が
行
わ

れ
ま
す
。
労
働
者
は
、
異
動
先
の
部
署
で
必
要

と
さ
れ
る
業
務
に
柔
軟
に
対
応
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

一
方
で
障
害
者
は
、
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
特
定
の
分
野
で
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
は
難
し
い
が
、

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
ほ
う
が
向

い
て
い
る
人
々
と
も
言
え
ま
す
。
こ
う
し
た
特

性
が
あ
る
人
々
が
活
躍
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
狭

め
て
い
る
状
況
が
構
造
と
し
て
あ
る
の
で
す
。

東京大学先端科学技術研究センター 
人間支援工学分野 准教授

近藤 武夫 さん
多様な障害（特に学習障害やＡＤＨＤ、自閉症ス
ペクトラム等）のある人々を対象に、教育や雇用
場面での支援に役立つテクノロジー活用や合理
的配慮のあり方に関する研究に従事。著書に『知
のバリアフリー～「障害」で学びを拡げる』（共著、
京都大学出版会刊）など

東京大学先端科学技術研究センターのIDEA（https://ideap.tokyo）では、
柔軟な働き方を生み出す雇用のあり方のひとつとして、週あたり15分や 
1時間から働くことを可能にする「超短時間雇用モデル 」を開発し、地域
での実装に向けて研究を行っている。「超短時間雇用モデル 」とはどのよ
うなものか、近藤武夫准教授にお話を伺った。

超
短
時
間
雇
用
モ
デ
ル
と
は

週
に
数
十
分
や
数
時
間
か
ら
で
も
、
通
常
の

職
場
で
役
割
を
持
っ
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
働

き
方
と
、
そ
う
し
た
働
き
方
を
実
現
す
る
た
め

の
地
域
社
会
シ
ス
テ
ム
及
び
社
内
の
業
務
・
雇

用
環
境
作
り
の
た
め
の
技
術
を
総
称
し
て
「
超

短
時
間
雇
用
モ
デ
ル
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
雇
用
モ
デ
ル
で
は
、
従
来
型
の
障
害
者

雇
用
の
よ
う
な
週
20
時
間
以
上
働
け
る
労
働
者

だ
け
を
雇
用
す
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
週
あ
た

り
数
十
分
や
数
時
間
の
非
常
に
短
い
時
間
か
ら

で
も
働
け
る
仕
事
を
地
域
や
企
業
に
生
み
出
し

ま
す
。
そ
の
際
、
あ
ら
か
じ
め
は
っ
き
り
と
職

務
を
定
義
し
た
上
で
、
そ
の
職
務
で
、
障
害
の

あ
る
人
を
雇
用
し
ま
す
。
超
短
時
間
か
つ
有
用

な
職
務
を
企
業
内
に
生
み
出
す
こ
と
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
仕
組
み
、
そ
う
し
て
生
み
出
さ
れ

た
仕
事
と
、
こ
れ
ま
で
働
く
こ
と
が
難
し
か
っ

た
人
々
を
接
続
す
る
仕
組
み
を
地
域
に
実
装
し

て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
で
、
雇
用

機
会
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
人
口
減
少
を
踏
ま
え
る
と
、
障
害
の

あ
る
人
を
含
め
た
、
こ
れ
ま
で
雇
用
の
対
象
と

な
り
に
く
か
っ
た
人
々
の
社
会
参
加
を
拡
げ
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
超
短
時
間
雇
用

モ
デ
ル
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
の
実
現
に
寄
与

し
ま
す
。

超
短
時
間
雇
用
モ
デ
ル
の
地
域
で
の
取
組
は

川
崎
市
や
神
戸
市
、
渋
谷
区
な
ど
で
、
少
し
ず

つ
で
す
が
、
拡
大
し
て
い
ま
す
。

超短時間雇用モデル研究の現在

超
短
時
間
雇
用
モ
デ
ル
の
要
件

超
短
時
間
雇
用
モ
デ
ル
の
要
件
と
し
て
、
次

の
６
つ
を
満
た
す
働
き
方
を
生
み
出
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

① 

採
用
前
に
、
職
務
内
容
を
明
確
に
定
義

し
て
お
く

② 

定
義
さ
れ
た
特
定
の
職
務
で
、
超
短
時

間
か
ら
働
く

③ 

職
務
遂
行
に
本
質
的
に
必
要
な
こ
と
以

外
は
労
働
者
に
求
め
な
い

④ 

同
じ
職
場
で
と
も
に
働
く

⑤ 

超
短
時
間
雇
用
を
創
出
す
る
地
域
シ
ス

テ
ム
が
あ
る

⑥ 

積
算
型
雇
用
率
を
独
自
に
算
出
す
る

こ
の
中
で
特
に
重
要
な
の
は
、
①
の
採
用
前

に
職
務
内
容
を
明
確
に
定
義
し
て
お
く
こ
と
で

す
。個

々
の
社
員
の
業
務
分
析
を
行
い
、
そ
の
人

に
し
か
で
き
な
い
仕
事
や
成
績
を
あ
げ
て
ほ
し

い
コ
ア
の
部
分
と
、
時
間
を
取
ら
れ
て
困
っ
て

い
る
よ
う
な
周
辺
業
務
と
に
切
り
分
け
ま
す
。

周
辺
業
務
の
具
体
的
な
内
容
や
労
働
時
間
な

ど
を
決
め
て
、
そ
の
後
、
そ
の
仕
事
に
強
み
の

あ
る
人
材
を
採
用
し
ま
す
。

採
用
し
た
人
に
は
、
同
じ
職
場
で
と
も
に
働

い
て
も
ら
う
こ
と
も
超
短
時
間
雇
用
の
要
件
で

す
。「
障
害
の
あ
る
人
が
働
き
に
来
た
」
で
は
な

く
、「
仕
事
の
困
り
ご
と
を
解
決
し
て
く
れ
る
人

が
来
て
く
れ
た
」
と
迎
え
入
れ
れ
ば
、
双
方
の

満
足
度
も
高
ま
り
ま
す
。

現
状
の
障
害
者
雇
用
率
は
、
一
人
を
週
30
時
間

雇
う
こ
と
で
初
め
て
１
カ
ウ
ン
ト
と
な
り
ま
す

（
20
時
間
で
０·

５
カ
ウ
ン
ト
）。
超
短
時
間
雇
用

モ
デ
ル
で
は
、
週
あ
た
り
数
十
分
、
数
十
時
間

と
い
っ
た
非
常
に
短
い
労
働
時
間
数
を
、
企
業

グ
ル
ー
プ
全
体
、
自
治
体
全
体
で
ま
と
め
る
と
、

30
時
間
雇
用
換
算
で
何
名
分
の
雇
用
を
創
出
で

き
た
か
と
い
う
視
点
で
ま
と
め
る
「
積
算
型
雇

用
率
」
と
い
う
新
し
い
雇
用
率
の
算
定
方
法
を

提
言
し
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
は
雇
用
率
の
カ
ウ
ン
ト
に
は
結
び

つ
き
ま
せ
ん
が
、
労
働
者
だ
け
で
な
く
、
企
業

や
自
治
体
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
仕
組
み

が
で
き
れ
ば
、
超
短
時
間
雇
用
の
促
進
に
つ
な

が
る
は
ず
で
す
。

超
短
時
間
雇
用
モ
デ
ル
は
、
雇
用
継
続
を
前

提
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
ジ
ョ
ブ
型
の
雇
用
と

な
る
た
め
、
職
務
が
無
く
な
る
こ
と
で
雇
用
が

終
了
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
を
活

か
し
て
別
の
企
業
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
流
動
を
支
え
る
機
能
も
必
要
で
す
。

つ
ま
り
、
超
短
時
間
雇
用
モ
デ
ル
は
、
企
業

一
社
が
一
人
の
障
害
者
を
長
期
的
に
雇
用
し
て

生
活
保
障
を
し
続
け
る
と
い
う
従
来
の
モ
デ
ル

で
は
な
く
、「
地
域
で
雇
用
す
る
」
と
い
う
考
え

に
近
い
モ
デ
ル
と
言
え
ま
す
。
超
短
時
間
雇
用

モ
デ
ル
の
実
践
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会

を
実
現
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

積算型雇用率（IDEA モデル・近藤氏提供の図を元に作図）

同じ職場での作業例（東大先端研と参加企業 180 社で構成する
「ショートタイムワークアライアンス」ウェブサイトを参考に作図）
（https://www.softbank.jp/corp/csr/special/stwa/）

コア業務と周辺業務の仕分け―飲食店の例
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障害者を雇用する
企業のための相談窓口

東京都 産業労働局 雇用就業部 就業推進課
企業を対象に障害者雇用の普及啓発や助成金の支給等を行っ
ています。普及啓発では都内の障害者雇用についての情報を
まとめたハンドブックの作成や、企業表彰、セミナー等を開
催しています。また、障害のある方を無期雇用した場合や難病・
がん患者の方を雇用した場合に受けられる助成金のほか、中
小企業を対象とした助成金を支給しています。

高齢・障害・求職者雇用支援機構 
東京障害者職業センター 上野本所・多摩支所

障害者職業カウンセラー等が、ハローワーク、障害者就業・生活支援センター
との連携のもと、就職や職場定着、職場復帰を目指す障害のある方、障害者
雇用を検討している或いは雇用している事業主の方、障害のある方の就労を
支援する関係機関の方に対して、支援・サービスを提供しています。

障害者就業・生活支援センター

都内に６か所設置されており、障害者の職業生活における自立を図るため、
就業と生活について一体的な支援を行っています。企業に対しては障害者
の雇用管理に関わる相談全般や職場定着等の支援を行っています。

東京しごと財団　障害者就業支援課
障害者雇用に関するセミナーや企業見学会を実施して、障害
特性や企業の取組事例の紹介をしています。その他、職場体
験実習の受け入れ希望の企業と実習希望の障害者をマッチン
グするための面談会の実施、職場定着を支援するため企業へ
の東京ジョブコーチの派遣等、採用から職場定着までの一貫
した支援を行う事業を実施しています。

ハローワーク ( 公共職業安定所 )
障害者の雇用や求人・求職者情報、関連する制度等について
のご相談は最寄りのハローワークへご連絡ください。専門の
職員が企業の抱えている課題を把握し、それぞれの状況に応
じた具体的な提案を行っています。また、特定求職者雇用開
発助成金等の障害者雇用等に関係する各種助成金（国の助成
金）の相談を受けています。

高齢・障害・求職者雇用支援機構　東京支部
障害者雇用納付金の申告及び障害者雇用調整金・報奨金・特
例給付金等の申請受付や、障害者雇用納付金制度に基づく各
種助成金の申請を受け付けています。助成金には ICT を活用
した介助等の措置が対象になるものもあります。この他、障
害者職業生活相談員資格認定講習や障害者技能競技大会の開
催等の業務も行っています。

企業向け助成金

セミナーや企業見学会の開催

求人申し込み

企業向けセミナーの開催

職場体験実習のあっせん

人材紹介

障害者雇用促進ハンドブック

雇用事例や各種支援制度の紹介

雇用管理の助言

各種助成金の案内

区市町村障害者就労支援センター

区市町村障害者就労支援センターでは、障害者の就労支援と生活支援を一
体的に行うことで地域で働くことを支援しています。企業に対しては、セ
ミナーの開催や職場開拓、職場定着支援などを行っています。

高齢・障害・求職者雇用支援機構　中央障害者雇用情報センター

テレワークの相談

ＩＣＴ機器の相談

地域の支援機関

東京テレワーク推進センター

東京都と国がテレワークの普及を推進することにより、企業における優秀な人事の
確保や生産性の向上を支援するために設置したワンストップセンターです。テレワー
クについてのセミナーや体験会等で幅広く情報収集ができるほか、テレワークに取
り組む企業と在宅で働きたい方をマッチングする就職面接会等も開催しています。

東京都障害者 IT 地域支援センター

障害者の IT 利用支援のための必要な情報収集・情報提供のほか、ICT 機器の展示・体験実習を実施しています。
また、障害のある方や家族等からの電話・FAX・メール又は来所による相談支援業務を行っています。

就労支援機器アドバイザーが、障害者の就労を支援する機器の紹介や貸出
しに関する相談を行っています。また、民間企業での障害者雇用の経験を
有する障害者雇用支援ネットワークコーディネーターが、賃金規程・評価
制度等障害者の雇用管理に関することから特例子会社の設立に関すること
まで広く相談・援助を行っています。

助成金の相談

雇用事例や各種資料の提供

障害者職業生活相談員
認定講習の開催

職場復帰支援

ジョブコーチ支援

講習会の開催

雇用管理の助言

就労面・生活面の相談と支援

雇用管理の助言

職場準備訓練

職場実習の情報提供

就労面・生活面の相談と支援

雇用管理の助言

職場開拓

就労支援機器の
無料貸し出し・紹介・相談

雇用管理の助言

テレワークに関する
相談・情報収集


